
昨
年
の
人
出
百
万
人
以
上
。
今
年
は
あ
な
た
も
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か

松戸の春を彩る

桜まつり

と
き
わ
平
桜
ま
つ
り

友人や家族と一緒に、桜色の春を楽しんでみませんか(写真は昨年のときわ平桜まつり)

六
実
桜
ま
つ
り

八
ケ
崎
桜
ま
つ
り

ご

協

力

お
願

い
し

ま

す

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
周
辺
一

帯
は
駐
車
禁
止
で
す
の
で
、
電
車

や
バ
ス
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
ご
み
は
各
自
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ

い
。

案内図と交通規制

常盤平会場八柱会場

六実会場八ケ崎会場

桜まつりの会場( 交通規制はありません)

4/3( 月)

～ ２８(金)

高
等
学
校
修
学
資
金
・
奨
学
金

申
請
を
受
け
付
け

経
済
的
理
由
で
児
童
を
高
等
学
校

等
に
修
学
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
な
保

護
者
に
、
修
学
資
金
・
奨
学
金
を
給

付
し
ま
す
。

支
給
月
額
公
立
―
九
千
円
、
私
立

＝
一
万
五
千
円
対
象
①
経
済
的
理

由
で
児
童
を
高
等
学
校
等
に
修
学
さ

せ
る
こ
と
が
困
難
⑦
保
護
者
と
児
童

が
引
き
続
き
一
年
以
上
市
円
に
居
住

し
て
い
る
②
成
績
良
好
で
健
康
小
学

校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
等
に
在

学
し
て
い
る
⑤
法
令
そ
の
他
に
よ
り
、

類
似
の
学
資
給
付
を
受
け
て
い
な
い

保
護
者

申
請
に
必
要
な
も
の
①
認
め
印
②
修

学
資
金
・
奨
学
金
交
付
申
請
書
に
（
援

護
課
・
市
民
課
・
各
支
所
に
あ
り
ま

す
と
家
庭
状
況
調
書
③
成
績
証
明
書

女性センター設立20周年

女性週間記念講演会

「法律を味方につけた暮らし

～愛とお金の人生案内」

④
推
薦
書
⑤
在
学
証
明
書
⑥
冢
族

全
員
の
住
民
票
ま
た
は
外
国
人
登
録

済
証
明
書
⑦
保
護
者
あ
る
い
は
そ
れ
に
順
ず
る

人
の
、
平
成
１
１
年
分
の
源

泉
徴
収
票
と
最
新
の
給
与
明
細
書
（
自

営
業
者
は
平
成
１
１
年
分
の
所
得
税
確

定

申
告

書

の
写

し

）
ま

た

は
収
入

が

わ

か
る
書

類
②
振

込
指

定
金

融
機

関

の
通

帳

の
表

紙
コ

ピ

ー

※
現
在
受
給
し
て
い
る
人
も
再
度
申

請

が
必
要

で

す
。

※
申

請
し

た
月

か
ら
給

付
対

象
に

な

り

ま
す

。

圃
４
月
３
日
（
月
）
～
2
8
日
（
金
）
（
土
・
日

曜
日

を

除
く

）
の
問

に
、

直
接

援
護

課
（
４
月

か
ら

は
児

童
福

祉

課
給

付

係
）

登
聊
7
3
4
7

へ

4月8 日倒 午後2 時～4 時

会場女 性センタ ーゆう ま

つど 内容男女・夫婦・

親子の問題、また、離婚や

財産のゆくえなど人生

で揺れ動く時に役立つ法

律を判例をもとにわかりやすく語る講師　渥美雅子氏　

労働省女性青少年問

題審議会委員、県女性施策推進懇話会座長・渥

美雅子氏　 定員先着75 人　 費用無料

※2 歳以上保育あり( 先 着25 人､ お やつ代200 円)

※手話通訳があり ます( 申し込みが必要)。

圃3月27日(月)から、電話またはファックスで

女性センター　364-8778　364-7888 (午

前9 時～午後5 時) へ

[
]
は
前
月
比

人口と世帯　3 月1日現在

465,253人［-　52]

235,227人［-　56]

230,026人［＋　4]

181,143世帯［＋　１]

人口

男

女

世帯

主な内容

平成12 年度施政方針　　　　 ②

介護保険がいよいよスタート

します　　　　　　　　　　 ③

4月から市の組織が新しくなり

ます　　　　　　　　　　 ④⑤

情報チャンネル　　　　　 ⑥⑦

「
生
き
も
の
調
査
」
が
県
の
優
良
施
策
表
彰
を
受
賞

市
で
は
「
人

と
生

き
も
の
が

共
存
で
き

る
ま
ち
づ

く
り
」

を
実
現

す

る
た
め

、
ま
ず
市

内
の

環
境

を
知

ろ
う
と

平
成

１１

年
か
ら
「
生

き
も
の
調
査

」
を
実
施
し
て

い
ま
す

。

こ

の

調
査

の
独
自
性
が

評
価

さ
れ
、
優

良

施
策
と

し
て

県
か
ら
表
彰

さ
れ
ま
し
た

。

市

で

は
、
重

点
施
策

の
一

つ
と
し

て

「
人
と

生

き
も

の
が
共
存

で
き
る

ま
ち

づ
く

り
」

を
目

指
し
て

い
ま

す

（
松
戸

市

環
境
計
画

）
。

そ

の
実
現

の
た

め
、
地
域

の
環

境

の
現
状

を
探

る
手

法

と
し
て

考
え

た

の

が
「
生
き

も
の
調

査
」
で

す
。

こ

の
手

法

の
主

な
特
徴

は
、

①
市

民
ボ

ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ

る
調
査

で

あ

る
こ
と

②
環

境
状
況

を
野
鳥

な
ど

の
種
類
に

よ
っ
て

点
数
化

し

、
評
価
す

る
こ

と

③
調
査
の
成
果
を
施
策
に
反
映
し
て

い
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
特
徴
に
、
地
域
の
個
性

3月11 日に行われた生きもの調査

報告会の様子

や
特

質
を

生
か
し

た
創

意
工

夫

が
認

め
ら

れ

る
と
高
く

評
価

さ

れ
、
今

回

の
受

賞
と

な
り

ま
し
た

。
な

お

、
松

戸
市

は
県
下

で

は
最

も
多
く

優
良
施

策
表

彰
を
受

け
て

い
ま
す
（
表
参

照
）
。

今
後
も

市
で

は
地
域

に
根

付

い
た

施

策
を
行

っ
て

い
き
ま

す

。

これ までに松戸市が受賞した優良 施策

歩行者優先のコミュニティ
ー道路

昭和四年

市民ぐるみでクリーンデー

雨に強いまちづ＜リ

松戸駅市民ギャラリー

女性の
っとい－ミュージカ

ル風パフォーマンス

昭和59年

昭和62 年

平成元年

平成4年

21 世紀の森と広場・自然生
態園および自然覩察舎建設

平成6年

圖
環
境
部
計
画
課
登
3
6
6
・
7
3
3
1

※常盤平・八柱・六実の3会場は、期間中歩行者天国などのため交通規制を実施します。

日
時
…
４
月
８
日
（
土
）
・
９
日
（
日
）
午
前

９
時
～

午
後

５
時

会
場
…
六
高
台
さ
く
ら
通
り

内
容
…
音
楽
パ
レ
ー
ド
・
山
車
・
み

こ
し
行

列

な
ど

圜
六
実
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会
・
島

村

登
3
8
7
・
6
7
6
1

日
時
…
４
月
１
日
出
午
後
１
時
～
６

時
、
２
日
㈲
午
前
1
0時
～
午
後
５
時
3
0

分

〔
小
雨
決
行
〕

催
し
物
会
場
…
八
ケ
崎
子
安
神
社

内
容
…
コ
ン
サ
ー
ト
・
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

・
和
太
鼓
・
カ
ラ
オ
ケ

圖
八
ケ
崎
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会
・

坂
田
　
3
4
1
・
1
7
7
8

八
柱
桜
ま
つ
り

日
時
…
４
月
１
日
（
土
）
午
前
１
１
時
～
午

後
４
時
〔
雨
天
の
場
合
は
２
日
（
日
）
〕

会
場
…
新
京
成
八
柱
駅
南
口
前
ロ
ー
タ
リ
ー

か
ら
桜
橋
ま
で

内
容
…
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏
・
鼓
笛
　

隊
パ
レ
ー
ド
な
ど

國
八
柱
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会
・
三
好

昔
3
8
5・
0
3
0
3

日
時
…
４
月
１
日
出
正
午
～
午
後
８

時
、
２
日
（
日
）
午
前
1
0
時
～
午
後
７
時

会
場
…
ゆ
り
の
き
通
り
父
差
点
か
ら

五

香
駅
前

ま
で

（
さ
く
ら
通

り
）

内
容

…
さ

ん
さ

ん
音
頭

・
各

種
パ
レ

ー
ド

・
み

こ
し

な
ど

圖
と
き
わ
平
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会

・
清
野

登
3
8
7
・
4
3
5
7



(要旨)

透
明
性
の
高
い
行
政
運
営
と

参
加
と
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

３

月
１
日

、
松
戸
市
定
例
市
議
会
に
お
い
て

、

市

長
が
平
成
１２

年
度
の
施
政
方
針
説
明
を
行
い

ま
し

た
。
そ

の
要

旨
を
お
知

ら
せ
し

ま
す
。

西
暦
二
千
年
を
迎
え
、
二

十
世

紀

も
残
す
と
こ
ろ
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

国
際
化
、
情
報
化
、
少
子

・
高
齢

化
な
ど
、
社
会
の
大
き
な
潮
流
に
的

確
に
対
応
す
る
た
め
に
、
本
市
は
、

新
年
度
に
、
地
方
分
権
や
介
護
保
険

の
よ
う
な
全
国
的
な
制
度
改
革
と
と

も
に
、
財
政
改
革
、
組
織
改
革
、
行

政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
、
自

発
的
改
革
も
同
時
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
改
革
の
実
行
に
あ
た
っ
て
は
、
細

心
の
配
慮
と
不
屈
の
意
志
を
併
せ
持

っ
て
臨
み
、
改
革
の
成
果
を
着
々
と

上
げ
、
松
戸
市
が
元
気
を
持
っ
て
新

た
な
世
紀
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、
二

十
一
世
紀
を
見
据
え
て
、
大
い
な
る

チ

ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
っ
て
市
政
に

臨
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

以
下
、
新
年
度
の
主
要
な
施
策
に

つ
い
て
、
説
明
い
た
し
ま
す
。

●
人

権

を
尊
重

す
る

社
会
の

実
現
・：

「
人

権

施
策

推
進

に

係

る
指

針

」

に

基
づ
き
、
具
体
的
事

業
に
人
権
尊
重
の
理

念
を
反
映

●
男
女
共
同
参
画
社

会

づ
く
り
…
「
女
性

職
員

の
能
力

発

揮
促
進

の
た

め

の
指

針
」
の
施

行
、「
職

員
研

修

プ
ロ

グ
ラ

ム
」
の
具

体
化

な
ど

、「
男
女

共
同

参

画

プ
ラ
ン
」

に

基

づ
く
取

り

組
み

を

強
化
●
情

報
提

供

の
充
実

…

よ
り

開
か

れ

た
市

政

の
推

進

の
た

め
、
「
公

文

書

公
開

条
例
」

の
見

直
し

を
検
討

●
介
護
保
険
制
度
…
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
料

に

つ

い
て

、
低
所

得

者
の
負

担

を
軽

減
。
自

己
負

担
上

限

額
を
超
え

て
介

護
サ

ー

ビ
ス
を
利

用
し

た
世
帯

を
対

象
に

、
そ

の
差

額
を

一
時

的
に

無
利
子
で
貸
し
付
け
る
制
度
を
創
設

●
高

齢
者

福
祉

…

介
護

保
険

の
給
付

に
該

当
し

な

い
人

の
う

ち

、
援

護
の

必
要

な
人

に
、

家
事

支
援

サ

ー
ビ
ス

や
老

人
福

祉
セ

ン

タ
ー
を
活

用
し

た

ふ

れ
あ

い
通
所
サ

ー
ビ
ス

を
提
供

●
基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

…
「
地
域
ケ
ア
会
議
」
を
設
置
し
、

高
齢
者
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
を
充
実

●
施
設
整
備
…
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の

そ
れ
ぞ
れ
一
ヵ
所
に
助
成

●
保
育
サ
ー
ビ
ス
…
民
間
保

育
所
の
分
園
設
置
や
増
設
に
助

成●
学
童
保
育
…
小
金
北
学
童

保
育
所

を
小

金
北
小
学
校
内

の
余
裕
教
室
に
移
転

●
身
体
障
害
者
へ
の
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
…
緊
急
時
の
通

報
装
置

を
整
備
し

、
自
立
し

た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
支
援

●
病
院
事
業
…
松
戸
市
立
病
院
に
医

療
機
器
を
整
備
し
、
東
葛
地
域
の
基

幹
病
院
と
し
て
の
医
療
体
制
を
充
実

●
生
涯
学
習
の
推
進
…
生
涯
学
習
社

会

の
実

現
を

め
ざ
し

た

「
生
涯
学

習

基

本
計
画
」

を

策
定

●

博
物

館
…

昭
和

二
十

年
代
後

半

か

ら

三
十
年

代

の
生
活

の
急

激
な
変

貌

に

つ
い
て

、「
戦
後
松

戸
の
生
活

革
新
」

を

開
催

●
戸
定
歴
史
館
…
「
一
八
六
七
年
パ
リ

万
博
写
真
展
」
と
「
徳
川
慶
喜
の

明

治
」

を
開
催

し

、
松

戸

徳
川
家

資

料

・
慶
喜

家
資

料
を
公

開

●

教
育
用

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ
の
導
入

…

全

小
学

校
に
配

置
を

完
了

●
学
校
施
設
の
整
備
…
小
・
中
学
校

の
大
規

模
改
造

・
耐

震
改

修
を

引
き

続

き
実

施

●
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
…

「
松
戸
市

立
学
校
適
正

規
模
等
検
討

委

員

会
」

の
報
告

書
に

基

づ

い
て

、
学

区

の
見

直
し
を

検
討

●
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
振
興
…
ス
ポ
ー

ツ
を
通
し

て
健

康

増
進
と

体
力

の
向

上

を
図
れ
る
よ
う

、
「
ス
ポ

ー
ツ
マ
ス

タ
ー

プ
ラ
ン
」

を
策
定

「
安
全
で
快
適
な
生
活
環
境
の

実
現
」

自
然
環
境
を
守
り
育
て
る
た
め
、

早
期

開

園
を

め
ざ
し

整
備

●
清
流
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
2
1
計
画
…
坂

川

水
系

の
水
質

改
善

を
図

り
、
清
流

を
取

り
戻

す

た
め

、
河
川

浄
化
施
設

を
設
置

●

河
川

環

境
整
備

…
県

の
河

川
改
修

事

業

に

併
せ

、
新

坂

川

に
緑

道
を

、

富

士
川

に
親

水
広
場

を
整

備

●
和
名
ケ
谷
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
…

木

製
粗

大

ゴ
ミ

の
再

生

・
修
理
並

び

に
展
示

販
売

を
行
う

ミ

ニ
リ
サ
イ

ク

ル

プ
ラ
ザ

を
開
設

●
新
消
防
指
令
管
制
シ
ス
テ
ム
…
４

月
か
ら
の
本
格
的
稼
働
に
よ
り
、
災

害
対
応
時
間
の
短
縮
や
、
災
害
情
報

の
一
元
管
理
が
実
現
。
多
発
型
広
域

災
害

に
も
対

応
可
能

●

五

香
消

防
署

…
移

転
に
向

け
、
新

庁
舎

の
実
施

設
計

●
分
散
備
蓄
倉
庫
…
矢
切
小
学
校
の

余

裕

教
室

を
活

用
し

て

増
設

●

自

転
車

駐
車

場
…

新
た

に
、
北
小

金

駅
周

辺

自

転
車

駐

車

場

を
整

備
。

新
年

度
か

ら
、
新

松
戸

駅
周

辺
で
有

料
化

を
開

始

「
魅
力
あ
る
都
市
空
間
の
形
成

と
産
業
の
振
興
」

●
松
戸
駅
東
ロ
デ
ッ
キ
…
改
修
に
よ

り
快
適
な
歩
行
者
空
問
づ
く
り
を
進

め
る
と
と
も
に
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を

設
置
●
新
松
戸
駅
西
口
広
場
…
歩
行
者
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
引
き
続
き

整
備
●
六
実
駅
周
辺
地
区
…
六
実
踏
切
立

体
交
差
事
業
に
併
せ
て
、
新
年
度
の

都
市
計
画
決
定
を
目
標
と
し
て
、
調

査
を
継
続

●
本
土
寺
参
道
…
樹
木
の
保
全
と
道

路
の
安
全
性
の
確
保
の
要
望
に
こ
た

え
、
整
備
に
着
手

●

土
地

区
画

整

理
事
業

…

組
合

の
自

助

努
力

に
よ

る
事

業
計
画

の
変
更

な

ど
、

具
体

策
の
検

討
に
着

手
し

、
組

合
と

連
携
し

て
事

業
を
活

性
化

●

地

下

鉄

１１

号

線

の

松

戸

延

伸

…

運
輸

政

策
審

議

会

答

申

に

お

い
て

、

押
上

・
松
戸

間

は
、
二

〇
一
五

年
ま

で
に
整

備
着

手
す

る
こ

と

が
適
当

な

路

線

と

し

て

位

置

づ

け

ら

れ
た

の

で
、

実
現

に
向
け

努
力

●
路

線
バ

ス
…

「

ノ
ン

ス
テ
ッ

プ

バ

ス
」

の
導
入

を
引

き
続

き
支

援
。
ま

た
す

べ
て

の
路
線

バ
ス

で
共
通

カ
ー

ド

が
使

用
可

能

に
な
り

利
用

が
便
利

●
雇
用
機
会
の
創
出
…
国
の
「
緊
急

地
域

雇
用

特
別
基

金
」
事
業

と
し

て
、

九
事

業
を

実
施

。
三
百

人

強
の
雇
用

の
場

を
確
保

●
江

戸
川

舟
運

事
業
・：

建
設
省

お
よ

び
市

川

市

と

連

携
し

、

引

き

続

き
、

実
現

化
方

策
を
検

討

「
都
市
経
営
の
視
点
に
立
っ
た

行

財

政

運

営

」

●
税
収
の
確
保
…
市
税
を
は
じ
め
、

各
使
用
料
、
手
数
料
お
よ
び
保
険
料

の
収
納
率
向
上
や
、
課
税
客
体
の
捕

捉
を
充
実

●
適
正
な
受
益
者
負
担
の
推
進
…
使

用
料
、
手
数
料
な
ど
に
つ
い
て
、
市

民
負

担
の
公
平

確
保

の
観
点
か
ら
、

適
宜
見
直
し

●
歳
入
構
造
の
安
定
化
…
自
主
財
源

の
確
保
と
拡
充
の
た
め
、
新
産
業
の

誘
致
や
都
市
産
業
の
育
成
に
つ
い
て

研
究

●
人
件
費
の
抑
制
…
平
成
１
１
年
度
か

ら
1
4
年
度

ま
で

に
、
職
員

約

七
十

人

の
削

減
を
目

標

●
特
別
会
計
お
よ
び
企
業
会
計
…
一
般

会

計

か
ら

の
繰
出
金

に
依

存
し

な

い
経
営

体
質

を

確
立

す
る
た

め

、
独

自

の
経
営

基
盤

強
化

策
を
策

定

●
本
部
制
…
効
果
的
・
効
率
的
な
施

策

を
実
現

す
る
最

適

な
シ

ス
テ

ム
と

し

て
導
入

●
経
営
会
議
…
市
政
運
営
の
基
本
方

針

お
よ

び
重
要

施
策

に
つ

い
て
十

分

な

討
議
を
行

い
、
適
正

か

つ
能
率

的

な
行

財

政
運
営

を
展

開

●
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
…
市
民
ニ
ー

ズ
に
適
合
し
た
施
策
の
計
画
・
実
施
・

評
価

・
見
直

し
を
行

う

た
め

に
導

入

新
千
年

紀

に
船
出

す
る

今
、
透

明

性

の
高

い
行

政
運
営

、
参
加

と

連
携

に

よ
る

ま
ち

づ
く
り

の
二

つ
を
市

政

の
基
本

に
据
え

た

い
と
考
え

て

お
り

ま

す
。
地
方
分

権

時
代

の
到
来

に
よ

っ
て

予

想
さ

れ
る

「
都
市

間
競

争
」

の
激

化

に
も

備
え

、
今
後

一
層
市

民

に
満

足

い
た

だ
け

る
施
策

展
開

を
図

っ
て

ま

い
り

ま
す

。

そ
の
一
方
、
市
民
の
生
活
圏
は
、

既
存
の
行
政
単
位
の
枠
を
超
え
た
広
が
り

を
見

せ
て

お
り

、
広

域
行

政

の

推

進
も

重
要

と

考
え

て
お
り

ま
す

。

激
動
す
る
世
紀
の
転
換
期
に
お
い

て
、
い
か
な
る
難
局
に
直
面
し
て
も

笑
顔
を
忘
れ
ず
に
、
勇
気
と
責
任
感

を
持
ち
、
困
難
な
選
択
に
も
た
じ
ろ
が

ず
、

迅
速

な
決
断

を
重

ね
、
二

十

一
世
紀

へ

の
ス

タ
ー
ト
台

を
し

っ
か

り

整
え

る
覚

悟
で

ご
ざ

い
ま
す

。

引
き

続
き
市

民

の
皆
様

並

び
に
議

員

各
位

の

ご
協
力

を
賜
り

ま
す

よ
う

お
願

い
申
し
上

げ

、
施
政

方
針

の
説

明

と
さ
せ

て

い
た

だ
き
ま

す
。

施
政
方
針
の
全
文
は
、
行
政
資
料
セ
ン
タ
ー
（
市
役
所
別
館
一
階
）

ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ア
ド
レ
ス
は
一
面
右
上
参
照
）
で
ご
覧

に
な
れ
ま
す
。

圖
政
策
企
画
室
（
４
月
か
ら
は
総
務
企
画
本
部
企
画
管
理
室
）
登
3
6
6
・
７
３
１
１

あ
な
た
の
健
康

ア
ザ
の
レ
ー
ザ
ー
治
療

か

つ
て

の
レ

ー
ザ

ー
治

療

は

、

治

療
後
に

ケ

ロ
イ

ド
を

残
す

の

が

欠
点

で
し

た
。

そ

の
た

め

、
ア

ザ

や
ホ

ク
ロ
と

い
っ
た
皮

膚

の
色
素

病

変
に
た

い
し

て
は
、

漂
白

剤

や

ド
ラ
イ

ア
イ

ス
で
処
置

を
す

る

の

が
一
般
的
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

近
年
、
ケ
ロ
イ
ド
を
残
さ
な
い
画

期
的
な
レ
ー
ザ
ー
治
療
が
開
発
さ

れ
ま
し
た

。
こ

れ
に
よ

っ
て

、

さ

ま

ざ
ま

な
色
素

異
常

症
の

治
療

が

可

能
に

な
り
ま
し

た

。

青
ア
ザ
（
太
田
母
斑
）
も
、
数
回
の

照
射
で
薄
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、

そ
ば
か
す
（
雀
卵
斑
）
、
ホ
ク
ロ
（
色

素
性
母
斑
）
も
同
様
で
す
。
さ
ら

に
、
単
純
性
血
管
腫
や
老
人
性
血

管
腫
な
ど
の
赤
ア
ザ
に
は
色
素
レ

ー
ザ
ー
が
た
い
へ
ん
有
効
で
す
。

そ
の
原
理
は

こ
れ
は
Ｑ
ス
イ
ッ
チ
ー
ル
ビ

ー
・
レ

ー

ザ
ー
と

い
っ
て

、
非

常

に
短

い
時

間

（
十

億
分

の
一

秒

）

で

強

い
レ

ー
ザ

ー
光
線

を

照
射
す

る
た

め
、

周
囲

の
組
織

に
は
影
響

を
与
え
ず
に
、
メ
ラ
ニ
ン
色
素
を

も
っ
て
い
る
細
胞
の
み
が
光
を
吸

収
し
破
壊
（
光
熱
融
解
）
さ
れ
ま

す
。
そ
し
て
、
新
た
な
表
皮
が
で

き
、
皮
膚
の
色
が
消
え
た
り
薄
く

な
っ
た
り
す
る
わ
け
で
す
。

治
療
の
対
象
は

い
わ
ゆ

る
老

人
性

の

シ
ミ
で

あ

る
老
人

性
色

素
斑

は
一
度

治
療
す

れ
ば

か
な
り

薄
く

な
り
、

完
全

に

消
え

る
こ

と

も
あ
り

ま
す

。
以
前

は
、

治
療
不
可

能

だ
っ
た

顔
の

日

焼
け

し
た
肌

に
レ

ー
ザ

ー
を

照
射

す

る
と
、
正

常

な
皮
膚

の

メ

ラ

ニ
ン

も
破
壊

さ

れ
て

し
ま

い
ま

す

。
ま
た

、
レ

ー

ザ
ー
照
射

を
行

う

と
一
種

の
日

焼
け

状
態

が
起
こ

り

ま
す

。
そ

の
た
め

、
同
じ

部
位

に

続

け

て

照
射

を
行

う

場

合

は

、

日

焼
け

が
治
ま

っ
て

か
ら

の
方

が

安

全
で
す

。

な
お
、
Ｑ
ス
イ
ッ
チ
ー
ル
ビ
ー

・
レ
ー
ザ
ー
は
老
人
性
で
は
な
い

シ
ミ
（
肝
斑
）
や
、
や
け
ど
や
湿

疹
の
後
に
色
素
が
残
る
炎
症
後
色

素
沈
着
に
は
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。

レ

ー
ザ

ー
治

療

は
ま
だ
発

展
段

階

に
あ
り

、
今

後
皮
膚

腫
瘍

な

ど

の
治
療

に
も
応
用

さ
れ

る
と

思

い

ま

す

が
、

い
ず

れ

も
、
専
門

医

の

診

断
力

や
経
験

が
必
要

に

な

っ
て

き

ま
す

。

毎

月
2
5日

号
に

掲
載
し
て

い
る
コ
ラ

ム
「
こ

の
ま

ち
に
人
権

文
化

を

築
く
た

め
に
」

は
、
都
合

に
よ
り
休

載
さ
せ

て

い
た
だ
き

ま
す
。

圈

市
民

相
談
室
人

権
担
当

昔
3
6
6
・
７
３
１
９

、
教
育
委
員

会
企
画

調

整
室

人
権
担
当

昔
3
6
6
・
7
4
5
5

レ
ー
ザ
ー
治
療
で
の
注
意

（
松

戸
市
医
師
会

）

●
緑
の
条
例
…
市
民
・
企
業
・
行
政

が
一
体
と
な
っ
て
、
緑
豊
か
な
都
市

環

境
の
形
成
を
図

る
た
め
、
「
緑

を
守

る
条
例
」

を
全

面
改
正

●
2
1
世
紀
の
森
と
広
場
…
メ
ー
ン
ゲ
ー

ト

の
周
辺

部
や
野

外
活

動
ゾ

ー

ン

の
炊
事

施
設

な
ど
を

整
備

●
根
木
内
歴
史
公
園
…
貴
重
な
歴
史

的
遺
産
を
保
全
す
る
と
と
も
に
、
豊
か
な

「
豊
か
な
人
生
を
支
え
る
福
祉

社
会
の
実
現

「
次
代
を
育
む
文
化
・
教
育
環

境
の
創
造
」

平成12 年度
施政方針

「

連

携

型

地

域

搶

会

の

形

成

」

｀
♂♂
♂
５
丶
丶
丶
ｒ



市長室・発

新消防指令管制システム

高
齢
者
の
介
護
を
社

会
全
体
で
支
え

る
新
し
い
制
度
・
介
護
保
険

が
、
４

月
１
日

か
ら
い

よ
い

よ
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

制
度
施
行
を
目
前
に
再
度

、
ケ

ア
プ
ラ
ン
の
作
成
の
手
続
き
や
要

介
護
認
定
申
請
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し

ま
す

。

圖

介
護
保
険
準
備
室
（
４

月
か
ら
は
介
護
支
援
課
）
昔
3
6
6
・
7
3
7
0

市

で
は
昨
年
1
2
月
下
旬

か
ら
、
「
要

介

護
認

定
結

果
」

を
審
査

・
判

定

が

終

わ
り

次
第

、
順

次
郵

送
し
て

い
ま

す
。認
定

結
果

の
有

効
期

間
は

六
ヵ
月

で

す

。
期
間
内

で

あ

っ
て
も
心

身

の

状
態

が
悪

化

し
た

と
き

な
ど

は
、

そ

の
時
点

で
再

度
申

請
す

る
こ
と

が
で

き
ま

す
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
は
お

済
み
で
す
か
？

「
要

介
護

認

定
結
果

の
お
知

ら
せ
」

が
届

い
た
ら
、

在
宅

で
介

護
サ

ー
ビ

ス

を
利
用

す

る
た

め
に
、

介
護

サ

ー

ビ
ス
計
画

（
ケ
ア

プ
ラ
ン

）
を

作
成

し

ま
す

。

平
成
9
年
度
か
ら
準
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
、
新
し

い
消
防
指
令

管
制
シ
ス
テ
ム
が
こ

の
４
月
か
ら

本
格
的
に
稼
働
し
ま
す
。

こ

の
シ
ス
テ
ム
導
入
に
は
、
平

成
1
1
年
度
ま
で
に
開
発
・
準
備
経

費
と
し
て
約
二
億
三
千
万
円
が
掛

か
り
、
ま
た
、
現
在
、
市
議
会
で

審
議
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
平
成新システムを視察する市長

結
果
通

知

に
同
封

し
た

居
宅

介
護

支

援
事

業
者

一
覧
表

か
ら

、
事

業
者

を
選

ん
で
連

絡
を
取

り
、

ケ
ア

プ
ラ

ン
を

作

成
し

て

も

ら

い
ま

し

ょ

う

。

作

成
費
用

は

全
額

保
険
給

付
と

な
り

ま

す

の
で
、
自

己
負

担
は

あ
り

ま
せ

ん
。ケ
ア

プ
ラ

ン
は

、
居
宅

介
護

支
援

事

業
者

に
所

属
す

る
介
護

支
援

専
門

員
（
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
、
本

人

や
家

族
と

相
談
し
て

作

り
ま

す
。

本
人

や
家

族

が
「
ど

の
サ

ー
ビ
ス

を
ど
れ
く
ら
い
利
用
し
た
い
」
と
い
う
意
向
を
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
伝

え

て
、

よ
り

よ

い
ケ
ア

プ
ラ
ン

を
作

っ
て
く

だ
さ

い
。

そ

の
際
、

居
宅
介

護
支

援
事

業
者

を

通
し

て
、
市

に

「
居
宅

サ

ー
ビ
ス

計
画

作

成
依

頼
届
出

書
」

を
提
出

し

て

く
だ

さ

い
。

※
施

設

サ

ー

ビ

ス

を

希

望

す

る

人

1
2
年
度
に
は
二
億
二
千
四
百
六
十

五

万

二
千

円

の
予

算

を

計
上

し
て

い
ま

す

。
厳

し

い
財
政

状
況

の
中

で
も

、
市

民

の

生
命

・
財
産

を

守

る
た

め

、
最

優
先

で

予

算
を

配
分

し
て

き

ま
し

た

。

新
消

防
指
令

管
制

シ
ス

テ
ム
は

、

今
ま

で

本
市

消

防

が
培

っ
て

き

た

知
識

や

方
法

を
最

新

の

コ
ン

ピ
ュ

ー

タ
技

術

に
よ

り

シ
ス

テ

ム
化
し

た
も

の

で

、
災

害

に
対

し
て

よ
り

迅
速

な

、
的

確

な
対

応

を
可

能

に

す

る
も

の
で

す

。

市

内
で

は
、

昨
年

一

年
間

に
百

七
十

九
件

の
火

災

が
発

生
し

、

救

急

で

は

一
万

四
千

九
十
四

件

の
出

場

が
あ
り

ま

し

た

。
市
内

か
ら

の

一
一

九
番

通

報

は

、
す

べ
て

市

消

防
局

の
通

信

管

制
室

で
受

信

し

ま

す
が
、
新
し

い
シ
ス
テ

ム
で
は
、
有

は
、
ケ
ア

プ
ラ
ン
を
作

成
す
る

必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
サ
ー
ビ

ス
を
利
用

す
る
場
合
は
、
居
宅

介

護
支
援
事
業
者
を
通
じ
て
施

設
を
紹
介
し
て
も
ら
う

か
、
直

接

施
設
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

六
十
五
歳
以
上
の
人
に
被
保
険

者
証
を
郵
送
し
ま
す

市
で
は
六
十
五
歳
以
上
の
人
に
介

護
保
険
の
被
保
険
者
証
を
３
月
2
8日

㈹
に
発
送
す
る
予
定
で
す
。

介
護
保
険
を
受
け
る
時
に
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
に
は
、
ま
ず
市
に
介
護
を

受
け
る
必
要
が
あ
る
か
ど
う
か
を
判

定
す
る
「
要
介
護
認
定
」
の
申
請
を

す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

申
請
は
市
役
所
・
各
支
所
ま
た
は

各
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
（
４
月
以
降
に
申
請
す
る

場
合
は
被
保
険
者
証
を
必
ず
お
持
ち

く
だ
さ
い
）。

線
に
よ
る
加
入
電
話
か
ら
の
通
報

を
受
け
る
と
、
自
動
的
に
地
図
画

面

上
に
通
報
場
所

が
表
示
さ
れ
、

災
害
地
点
の
特
定
が
速
や
か
に
な

り
ま
す
。

ま
た
、
車
両
に
積
ん
だ
装
置
に

よ
り
移
動
中
の
消
防
車
両
の
位
置

も
常
時
把
握
す

る
こ
と

が
で
き
、

災
害
通
報
時
に
、
近
く
に
い
る
車

両
を
効
率
的
に
現
場
に
出
動
さ
せ

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
な
ど
、
災

害
対
応
時
間
の
短
縮
を
図
る
さ
ま

ざ
ま
な
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

現
在
、
本
市
消
防
で
は
現
場
到

着
時
間
の
目
標
を
、
火
災
出
場
で

八
分
以
内
、
救
急
出
場
で
は
五
分

以
内
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
シ

ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
目
標
が
さ

ら
に
一
分
縮
ま
り
、
一
刻
一
秒
を

争
う
緊
急
時
に
大
き
な
効
果
が
期

申
請
を
す
る
と
市
の
職
員
な
ど
が

訪
問
し
、
本
人
の
身
体
の
状
況
や
、

ど
の
よ
う
な
治
療
を
受
け
て

い
る
か

な
ど
全
国
一
律
の
基
準
に
よ
る
八
十

五
項
目
の
調
査
を
行
い
、
調
査
項
目

を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
入
力
し
て
一
次

判
定
を
行

い
ま
す
。
一
次
判
定
の
結

果
、
さ
ら
に
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

専
門
家
に
よ
る
介
護
認
定
審
査
会
に

お
い
て
、
か
か
り
つ
け
医
の
意
見
書

等
を
参
考
に
非
該
当
、
要
支
援
、
要

介
護
１
・
２
・
３
・
４
・
５
の
い
ず

れ
に
当
た
る
か
を
判
定
し
ま
す
。

介
護
保
険
Ｑ
＆
Ａ

今
は
介
護
が
必
要
な
状
態
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
ざ
と

い
う
と
き
の
た
め
に
、
要
介
護
認
定

の
申
請
を
し
て
お
い
た
ほ
う
が
い
い

で
す
か
？申
請
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必

要
と
な
っ
た
と
き
に
す
れ
ば

大
丈
夫
で
す
。
要
介
護
認
定
は
、
そ

の
人
の
心
身
状
態
を
み
て
ど
の
く
ら

い
介
護
が
必
要
か
を
判
定
す
る
も
の

で
す
か
ら
、
現
在
元
気
な
大
は
申
請

待

で

き
ま

す

。

も

う
一

つ

の
特

徴

と
し

て

、
全

国

で

初
め

て
消

防

指
令

管

制

シ
ス

テ

ム

の
中

に
大

規

模

災
害

シ

ス

テ

ム

を

組
み

込

ん
だ

こ

と

が
挙

げ
ら

れ
ま

す
。

こ

れ
に

よ

り
、

地

震

や

台
風

な
ど

に

よ

る
広
域

的

な

災
害

が
発

生
し

た

際
に

、

消
防

が
管

理

す

る

情
報

と
市

防

災

担
当

が
管

理

す

る

情
報

を

一
元

管

理
す

る

こ
と

が
で

き
、

災
害

対

策

本
部

は

本
市

の
総
力

を

適
正

に

把

握
し

て
万

全

の
態

勢
で
臨
む
こ

と

が
で

き
ま
す
。

新

消
防

指
令

管

制

シ
ス

テ

ム

の

導

入

は
、

安
全

で

安
心

し

て

暮
ら

せ

る
ま

ち

づ
く

り

に
向

け

て

大

き

な

前

進
を

見

る
も

の

で
す

が
、
消

防

施
設

の
整
備

、

消

防
技

術

の
向

上
、
消
防
独
自
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

開
設

に
よ

る
情
報

提
供

の
充
実
等

、

要
介
護
認
定
で
介
護
サ
ー
ビ
ス

の
対
象
外
と
な

っ
た
人

が

受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
な
り

ま
す
か
？受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
具
体
的

な
内
容
に
つ
い
て
は
お

せ
わ
課
（
４
月
か
ら
は
介
護
支
援
課

・
高
齢
者

福
祉
課
）
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
の

自
己
負

担
は
ど
の
く
ら

い
で

す
か
？
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
者
は
、
原

則
と
し

て
掛
か
っ
た
費
用
の

一
割
を
負
担
し
ま
す
。
所
得
の
低
い

場
合
は
、
負
担
の
上
限
を
設
け
て
軽

減
を
図
り
ま
す
。

か かり つ け 医 を

持 ち ま し ょ う

介護保険制度では、

かかりつけ医が重要と

なりますので、日ごろ

から自宅の近くにかか

りつけ医を決めておく

ことをおすすめします。

引

き
続

き

、「
災
害

死

亡
者

ゼ
ロ
」

を
め

ざ
し

て

ま

い
り

ま

す
。

市 民 の 皆 さ ん の 声 を 直 接 お 開 き す る た

め 、 市 長 専 用 の フ ァ ッ ク ス と 、市 長 室 直

通 の メ ー ル ボ ッ ク ス を 設 置し て い ま す 。

市 政 に 関 し て 感 じ て い る こ と や 建 設 的

な ご 意 見 を お 寄 せ く だ さ い( で き れ ば 、

連 絡 先 電 話 番 号 を お 書 き添 え く だ さ い) 。

卜AX  366-2301

メ ー ル ア ド レ ス

mayor.nnatsudo@intership.ne.jp

(2月末現在の受信件数)ファックス62剛ll=､メール244件

要介 護認 定申 請 から 要介 護認 定 通知 まで の 流れ要介護認定からサービス開始まで

介
護
認
定
審
査
会
に
よ
る
要
介
護
認
定

保
健
・
医
療
・
福
祉
の
専
門
家
に

よ
る
介
護
認
定
審
査
会
で
介
護
が
必

要
な
状
態
で
あ
る
か
ど
う
か
、
必
要

な
場
合
そ
の
程
度
に
つ
い
て
審
査
・

判
定
し
ま
す
。

要
介
護
認
定
結
果
の
通
知

非
該
当

市の福祉サ ー

ビスを利用し

たい人はお問

い合わせを。

要

介

護

認

定

通

知

が

届

い

た

ら

ケ

ア

プ

ラ

ン

づ

く

り

要
支
援

、
要

介
護
１
・
２
・
３

・
４
・
５
の
通
知

が
届

い
た
ら

居
宅
介
護

支
援

事
業

者

に
申
し
込

み
ま
す
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
居
宅
介
護
支
援
事
業

者
は
、
本
人

・
家
族
と

相
談
し
て
、
計
画
づ
く

り
を
し
ま
す
。

居
宅
介
護
支
援
事
業

者
が
サ
ー
ビ
ス
の
手
配

を
し
ま
す
。

4月1日

から
介護保険、サービスを開始

４
月
か
ら
の
サ
ー
ビ
ス
利
用
開
始 施設サービス

居宅介護支援事業者に紹

介してもらうか、直接施設

にお問い合わせください。

要支援

要介護1

要介護2

要介護3

要介護4

要介護5

コンピュータ

による判定

訪問調査時に調査

項目に関連して特別

に付記した事項

訪

問

調
査

市
の
職
員
な
ど
が
訪

問
し
、
身
体
状
況
や
医

療
の
状
況
を
聞
き
取
り

調
査
し
ま
す
。

医
師
の
意
見
書

か
か
り
つ
け
医
に

意
見
書
を
書
い
て
も

ら
い
ま
す
。

介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
と
思
っ
た
ら

要
介
護
認
定
申
請
書
を
提
出

す
る

必
要

は
あ
り
ま

せ

ん
。

要
介
護
認
定
結
果
は
、
順

次
通
知
し
て
い
ま
す



新設・移管または業務内容を変更する課

企画管理室

市長部局の5本部と消防局、病院管理局、教育委員会生涯

学習本部に新設。本部(局)内業務の統括等を担当。文化

・国際化施策等を政策企画室から市民環境本部に移管

総務企画本部総務課 個人情報保護・情報システム業務を事務管理課から移管

人事課 職員研修業務を事務管理課から移管

国民年金課 民生頽高齢者支援部から市民環境本部へ移管

保健福祉課 健康課と保健衛生課を統合

高齢者福祉課 ながいき課の業務の一部と養護老人ホームの業務を統合

介護支援課 介護保険の開始に伴い新設(おせわ課業務の一部を移管)

保険課 国民健康保険業務のほか、介護保険料と老人保健を担当

福祉事務所 援護課の業務の一部を移管

児童福祉課

保育課から地域子育て、こども課から学童保育・児童福

祉館、福祉事務所から母子福祉、健康課から乳幼児医療

費、援護課から児童手当等を移管

都市計画課 企画部から交通計画業務を移管

都市整備課 再開発課を統合

みどりと花の課
みどりと花の課・公園施設課・緑地管理課の3課を2課に

再編。樹林保全・緑花推進を担当

･公園緑地課 同上の再編により緑地公園を担当

建築保全課 建築課と保全設備課を統合

河川清流課 河川課と川をきれいにする課を統合

教)こども課 市長部局からこども会関係を移管。少年センターを統合

教)市民会館 市長部局から教育委員会へ移管

教)文化会館 市長部局から教育委員会へ移管

新組織の再編状況

|総務企画本部　　総務部と企画部を統合再編。2部8課→1本部6課　　　　｜

財務本部　　　 財政部と税務部を統合再編。2部8課→1本音BI担当部8課

。　　　　 市民部と経済部と環境部を統合再編。3部25課→1本部3
市民環境本部　　担当部25課

健康Ｓ　　
’“ 
民生局を廃止し、保健衛生部・高齢者支援部・社会福祉圉

福祉本部　　を統合再編。1局3部16課－1本部2担当部ｎ 課

－　　建設局を廃止し、上木部・下水道部・建築住宅部・都市緑
都市整備本部　　花部を統合再編。1局3部19課→1本部2担当部15課

会計課　　　　 部制を廃止。1部1課→1課

市長部局　　　　2局15 部79 課→５本部8担当部68 課

消防局　　　　　1部15課→1本部15課

水道部　　　　　1部2課一1担当部2課

病院事務局　　　2部4課一1本部4課

政育委口６　　　 教育総務部と社会教育部を統合再編。3部旧課一1本部1
貝゛事務局 担当部ワ課

選挙管理委員会　部制を廃止。1部→1課

監査委員事務局　1部 り担当部

市議会事務局　　柚回課→1担当部3課

行政委員会等　　10 部40 課→3 本部4 担当部43 課

合　　計　　2 局25 部119 課→8 本部12 担当部１１１課

今
回
の
改
革
で
は
、
地
方
分
権
を

は
じ
め
と
す
る
社
会
情
勢
の
変
化
や

拡
大
、
多
様

化
す
る
行
政
需
要
、
松

戸
市
行
政
リ
ス
ト
ラ
市
民
会
議
な
ど

の
市
民
の
動
向
を
踏
ま
え
て
、
①
市

民
に
親
し
み
や
す
く
簡
素
な
組
織
づ

く
り
②
迅
速
で
効
率
的
な
運
営
の
で

き
る
組
織
づ
く
り
③
新
た
な
時
代
に

対
応
で
き
る
組
織
づ
く
り
と
い
う
三

つ
の
柱
を
改
革
の
視
点
に
進
め
て
き

ま
し
た
。

本

部

制

を

導

入

し

、
市

民
ニ

ー

ズ
に

的

確

に

対

応

効
果
的
・
効
率
的
な
施
策
を
推
進

市
で
は
、
地
方
分
権
時
代
の
幕
開
け

に
あ
わ
せ
、
市
民
に
親
し
み

や
す
く
、
迅
速
で
効
率
的
な
運
営
の
で
き
る
組
織
を
め
ざ
し
、
4
月

か
ら
本
部
制
を
取
り
入
れ
、
組
織
を
一
新
し
ま
す
。

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

。
詳
細
は

、
事
務
管
理
課

登
3
6
6
・

名称のみ変更する課

旧　組　 織
-一一一一一一一
防災 対策室

新　組　織

各支所

共通

介護保険の要介護認定申請

の受け付け

介護保険の受給資格証明書

の交付

介護保険の資格の得喪およ

び変更

市民交通傷害保険の請求

(従来は加入のみ)

防災課

工事検査室 工事検査課

市民相談室 市民相談課

計画課 環境計画課

保全課

業務課

環境保全課

環境業務課

施設課 環境施設課

障害福祉課しあわせ課

東部支所
東部地区公園等の使用許

可
道路管理課 建設総務課

市立病院庶務課 市立病院総務課

収入役 一 収入 役室

(固定資産評価員室)

すぐやる課

秘書課

総務課、人事課、事務管呷課 、防筴刔策室、女性センター

政策企画室、交通計画課、広報課

財政課、管財課、契約課、工事検査室

税制課、市民税課 、固定資産税課、収納膤

商工観光課、消費生活課、農政課

計画課 、保全課、業務課、施設課、クリーンセンター、東部クリーン

センター、日暮クリーンセンター 、和名ケ谷クリーンセンター

地域振興課 、市民相談室．市民課、安全課、市民会館、文化会館、常

盤平支所 、小金支所、小金原支所、六実支所 、馬橋支所 、新松戸支所

矢切支所 、東部支所

企画調整室

保健衛生課、健康課 、国民健康保険課．北山会館

ながいき課、おせわ課、国民年金課 、介護保険準備室、養護老人ホーム

保育課、援護課、こども課、しあわせ課 、健康福祉会館、福祉事務所

企画調整室

苡路管理課、道づくリ課 、道路維持課、河川課、川をきれいにする課

下水道計画課 、下水道普及課 、下水道建設課

主宅課、建築課、保全設備課 、建築指導課

詬市計画課、都市整備課 、再開発課、みどりと花の課、公園施設課、綫

地管理課

水道事業

消防局 一 総務課、予防課、警防課、救急防災課、指令課、中央消防署、西口消防

.署、馬橋消防署、小金消防署、大全平消防署．五香消防署 、六実消防署 、

東部消防署 、二十世紀が丘消防署、八ヶ岫消防署

総務課、工務課

企 画調整 室 、総 務課 、施 設課

学務課、指導課、保健体育課、教育研究所、市立高校､(幼稚園、小単交、中学校

社会教育課、スポーツ課、公民館、図書館、少年センター、戸定歴史館、博物館

支所での新規受付業務

消防局

水道事業

4 月

から

市
の
組
織
が
新
し
く
な
り
ま
す

よ
り
迅
速
で
効
率
的
な
行
政
組
織
を
め
ざ
し
て

※緑色の文字は 、新設・移管または業

務内容を変更 する課です。

※紺色の文字は 、名称のみ変 更または

体制が部から課に変わる課 です。

平成12 年4 月１日　 行政組織改革新旧対照表

会計課

(固定資産評価員室)

すぐやる課

秘書課

企画管理室 、総務課、人事課、広報課、防災課 、女性センター

企画管理室、管財課、契約課、工事検査課

税制課、市民税課、固定資産税課、収納課

企画 管理 宰

地 域振興 課 、市民 相談 課 、安 全課 、国民 年金 課 、市民 課 、常盤 平支 所

小 金支所 、小金原 支所 、六実 支所 、馬 橋支所 、新松戸 支所 、矢切支 所

東 部支所

商 工観光 課 、消費 生活 課 、農政 課

環境 計画 課 ．環境 保全課 、環境 業務課 、環境 施設謀 、クリーンセンター

東部クリーン センター、日暮クリーン センター、和名ケ谷クリーン センタ ー

企画管理室、保健福祉課

範齢者福祉課 、介護支援課、保険課 、福祉事務所、北山会館

尼童福祉課、保育課、障害福祉課、健康福祉会館

都市緑花担当部　都市計画課、都市整備課、住宅課、肆築指導課、みどりと花の課、公

園緑地課

建設担当部　建設総務課、道づくリ課、道路維持課、建築保全課、河川清流課、下

水道計画課、下水道普及課、下水道建設課

企画管理室、予防課、警防課 、救急防災課、指令課、中央消防署、西

口消防署．馬櫑消防署、小金消防署、大金平消防署、五香消防署、六

実消防署、東部消防署、二十世紀が丘消防署 、八ヶ崎消防署

総務課、工務課

企画管理室、教育総務課、教育施言殳§果、社会教育課 ．こども課、スポ

ーツ課、市民会館、文化会館、公民館、図書館、戸定歴史館、博物館

学務課、指導課、保健体育課、教育研究所、市立高校､(幼稚園、小学

校、中学校)

選挙管理委員会事務局

(書記)

農業委員会事務局

(書記)

市議会　市議会事務局　庶務課、議事課、調査課 庶務課、議事課、調査課

7
3
0
7
（
４
月
か
ら
は
総
務
企
画
本
部
企
画
管
理
室
登
3
6
6
・
7
3
1

1
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

旧　組　織 新　組　織

社会 福祉担当部

児童家庭担当部

健康福祉本部

助役

市民担当部

経済担当部

環境担当部

市民環境本部

税務担当部

財務本部

･総務企画本部

固定資産評価員

市
長

収入役

介護老人保健施設梨香苑)

(診療局、診察技術局、看護局 、保健福祉医療局)

企画管理室、市立病院総務課、市立病院医事課、東病院総務課

(診療局 ．中央検査局、薬局 、腦護局 ．附属看飃専門学校)

層 理局

(松戸市立病院)
(福祉医療センター東松戸病院

病院　 一

事業

管理 者

･水道 部一管 理者

学校教育担当部

生涯学習本部教育委員会

選挙管理委員会事務局

(書 記)

監査委員事務局

市 議会事務局･

選挙管理委員会

公平委員会

監査委員農業委員会

固定資産評価審査委員

会

市議会

土 木 部 一

下 水 道部 一

一建 築 住宅 部

都 市 緑花 部

･保健衛生部 ・

高齢者支援部･

社会福祉部 ・

民
生
局
　
　

建
設
局

総務部

企画部

財政部

税務部

経済部

環境部

市民部

固定資産評価員

市
長

助役･

管理者

病院

事業

管理者 水道部

国 保松 戸

市 立病 院

福祉医療

センター

東松戸病院

事務局　庶務課、企画財務課、医事課

(診療局、中央検査局、薬局、看護局、附属看護専門学校)

病院事務局　総務課

(診療局、診察技術局 、看護局、保健福祉医療局)

(老人保健施設梨香苑)

教育総務部

学校教育部

社会教育部

教育委員会

選挙管理委員会
公平委員会

監査委員

農業委員会

固定資産評価審査委員会

監査委員事務局

農業委員会事務局

(書記)

す
る
た
め
「
本
部
制
」
を
導
人
し
ま

す
。こ
れ
に
よ
り
、
市
長
部
局
で
は
二

局
十
五
部
七
十
九
課
か
ら
五
本
部
八

担
当
部
六
十
八
課
に
、
行
政
委
員
会

等
で
は
十
部
四
十
課
か
ら
三
本
部
四

担
当
部
四
十
三
課
に
な
り
ま
す
。
各

本
部
へ
人
事
、
組
織
・
定
数
、
企
画
、

財
政
な
ど
の
行
政
管
理
権
限
を
順
次

委

譲
し
、
企
画
管
理
機
能
を
充
実
、

強
化
す
る
こ
と
で
、
事
務
事
業

の
迅

速
性
や
自
己
完
結
性
を
高
め
、
機
動

的
か
つ
一
貫
性
の
と
れ
た
施
策
を
可

能
に
す
る
組
織
・
執
行
体
制
の
確
立

を
め
ざ
し
ま
す
。



中
　
西
　
　
　

務

川

村

幸

信

富

澤

凡

．

長
谷
川
　
　
　

満

Ｏ
監
査
の
対
象
＝
収
入
役
室
、
総
務

部
、
市
議
会
事
務
局
、
秘
書
課
、
す

ぐ
や
る
課
、
市
民
部
、
財
政
部
、
民

生
局
企
画
調
整
室
、
社
会
福
祉
部
、

保
健
衛
生
部
、
高
齢
者
支
援
部
、
経

済
部
、
税
務
部
、
企
画
部
、
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
、
農
業
委
員
会
事

務
局
○
監
査
対
象
事
項
＝
予
算
の
執
行
状

本館
況

、

現

金

の

取

扱

状

況

、

補

助

金

・

交

付

金

の

事

務

処

理

状

況

、

契

約

事

務

の

処

理

状

況

、

財

産

の

維

持

管

理

状

況
（
共

通

事

項

）
、
有

価

証

券

の

保

管

状

況

（
収

入

役

室

）
、
寄

附

受

入

れ

の

事

務

処

理

状

況
（
総

務

課

）
、

諸

手

当

等

の

認

定

お

よ

び

支

給

状

況

（
人

事

課

）
、
市

債

の

発

行

状

況
（
財

政

課

）
、

共

用

物

品

の

購

入

お

よ

び
払

出

状

況

（
管

財

課

）
、
扶

助

費

の

支

出

状

況

、

各

種

手

当

等

の

給

付

・

貸

付

状

況

（
援

護

課

、
し

あ

わ

せ

課

、
福

祉

事

務

所

）
、

保

育

料

の

収

納

状

況
（
保

育

課

）
、
国

民

健

康

保

険

料

の

収

納

状

況

（
国

民

健

康

保

険

課

）
、
国

民

年

金

印

紙

の

受

払

状

況

（
国

民

年

金

課

）
、

扶

助

費

の

支

出

状

況

（
な

が

い

き

課

、

お

せ

わ

課

、
養

護

老

人

ホ

ー

ム
）
、
老

人

医

療

の

支

給

状

況
（
な

が

い

き

課

）
、

市

税

の
賦

課

・
調

定
お

よ

び

収

納

状

況
（
税

制

課

・
市

民
税

課

・
固
定
資

産
税

課

・
収
納
課

）

Ｏ
監
査
の
期
間
＝
平
成
1
1
年
9
月
8

日
～
1
2
月
2
4
日

Ｏ

監

査

の
結

果

＝
監

査

の

結
果

は

、

お

お
む

ね
適
切

と
認

め
ら

れ
た

。

な
お

、
要

望

事
項

は
次

の
と
お

り
。

○
税

の
公

平

の
観

点
か

ら
、

適
正

な

課

税
に

つ

い
て
、
今

後

も
更

に
努
力

さ
れ
る
よ
う
要
望
す

る
。（
市

民
税
課

）

○
税

の
公

平

の
観
点

か

ら
、
課

税

客

体

の
的

確
な

把
握
及

び
適
正

な
課

税

に

つ

い
て
、

今
後

も
更

に
努
力

さ

れ

る
よ
う
要
望
す
る
。
（
固
定
資
産
税
課
）

○
市
税
の
収
納
率
向
上
に
鋭
意
努
力

さ
れ
て

い
る

と
思

料
す

る

が
、
今

後

も

よ
り

一
層

努
力

さ

れ
る
よ
う

要

望

す

る
。
（
収

納
課

）

固

監
査

委
員

事
務

局

登
3
6
6
・
７

３
８

蚊

・

ユ

ス

リ

カ

、

ど

ぶ

ネ

ズ

ミ

等

で

お

困

り

の

人

へ

道
路

側
溝

や
排
水

路

等
か

ら
発

生

す

る
蚊

・
ユ

ス
リ

カ
、

ど
ぶ

ネ
ズ

ミ

等

の
駆

除

の
た
め

薬
剤

の
無

償
交
付

と
噴
霧
器
の
貸
し
出
し
を
行
い
ま
す
。

圖

保
全
課
環

境
衛

生
係

（
４

月
か

ら

は
環
境

保
全
課

）

登
3
6
6
・
7
3
3
6

建

物

を

新

築

・

増

築

す

る

と

き

は

ル

ー

ル

を

守

り

ま

し

ょ

う

①
工

事

に
着

手
す

る
前
に

「
建
築

確
認
」
を
受
け
る
②
工
事
中
は
現
場

に
確
認

を
受

け
た
こ

と
を
示

す

「
表

示

板
」

を
掲
示
す

る
③
工

事

が
終

わ

っ
た
ら

速

や
か
に
「
工

事

完
了
検

査
」

を
受
け

る

。
住
み

よ

い
ま
ち

づ
く

り

に
ご
協

力
を

お
願

い
し
ま
す

。

圖

建

築
指
導

課
建

築
指
導
係

公
3
6
6
・

心
身
障
害
児
入
学
祝
金
を
支
給

対
象
市
内
在

任
で
、
今
年
小
学
校

に
入
学
す
る
身
体
障
害
者
手
帳
四
級

以
上
ま
た
は
療
育
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
い
る
児
童
の
保
護
者
　
金
額
五

千
円
圃
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

帳

・
印
鑑
・
銀
行
預
金
通
帳
を
持
っ

て
、
直
接
し
あ
わ
せ
課
給
付
係
（
４

月

か
ら
は
障
害
福
祉
課
）

昔
3
6
6
・
7

3
4
8
へ

手

話

通

訳

者

（
派

遣

）

を
募

集

資
格
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人

①
手
話
通
訳
士
の
有
資
格
者
②
十

葉
県
手
話
通
訳
者
選
考
試
験
合
格
者

㈲
手
話
活
動
の
経
験
が
約
三
年
以
上

の
人
　

募
集
人
員
一
人
　

選
考
方
法

松
戸
市

ろ
う
あ
協
会
等
の
意
見
を
考

慮
し
、
面
接
後
決
定
　
提
出
書
類

履

歴
書
（
写
真
添
付
、
手
話
活
動
の
内

容
・
経
験
年
数
等
を
記
入
）
、
小
論

文
（
テ
ー
マ
＝
な
ぜ
、
手
話
通
訳
者

に
な
り
た
い
か
）
　
提
出
期
日
４
月

3
0日
㈲
〔
必
着
〕
　
採
用
予
定
日
６

月
１
日
困

※
選
考
日
と
会
場
は
、
後
日
通
知
。

圖
し
あ
わ
せ
課
給
付
係
（
４
月
か
ら

は
障
害
稻
祉
課
）

容
莇
・
7
3
4
8

し

尿

く

み

取

り

登

録

カ

ー

ド

を

送

付

し

ま

し

た

し

尿

く

み
取

り

家

庭

に

は

、
「
し

尿
ぐ

み
取
り

登
録

カ

ー
ド
」

を
３
月

中
旬

に
送
付

し
ま

し
た

。
く
み
取

り

作
業

は

、「
登

録

カ
ー

ド
」
の
確

認

に

よ
り
行

っ
て

い
ま

す
。

確
認

で
き

な

い
場

合
、
く

み
取

り
を
行

わ

な

い
こ

と
も

あ
り

ま
す

の
で
、
必

ず
確

認

の

で
き

る
場
所

に
備
え

付

け
て

お

い
て

く
だ

さ

い
。

な
お
、
ま
だ

届

い
て

い
な

い
人

は
、

市
業

務
課

に

ご
連

絡
ぐ

だ
さ

い
。

圈

環
境

部
業
務
課

（
４
月

か
ら
は
環

境
業

務
課
）
　容
3
6
6
・
7
3
3
3

平
成

１２

年

度

固
定

資

産

課

税

台

帳
の

縦

覧

４
月
３
日
（
月
）
～
2
4
日
囲
〔
土
・
日

曜
日
を
除
く
〕
午
前
８
時
3
0
分
～
午

後
５
時

会
場
固
定
資
産
税
課

（
市

役
所
新
館
二
階
）

を
な
お
、
台

帳
に
登
録
さ
れ
た
価
格

に
不
服
が
あ
る
場
合
、
縦
覧
の
初

日
か
ら
納
税
通
知
書
を
受
け
た
日

後
三
十
日
ま
で
の
間
に
、
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
に
対
し
て
審

査
の
申
し
出
が
で
き
ま
す
。

固
固
定
資
産
税
課
管
理
係

昔
莇
・
７

心
身

障

害

者

就

職
支

度

金
を

支

給対
象
市
内
在
住
で
身
体
障
害
者
手

帳
四
級
以
上
ま
た
は
療
育
手
帳
の
交

付
を
受
け
て
い
て
、
中
学
校
、
高
等

学
校
、
盲
・
ろ
う

・
養
護
学
校
を
卒

業
し
た
人
、
ま
た
は
こ
れ
ら
の
学
校

を
卒
業
後
引
き
続
き
公
共
職
業
訓
練

施
設
で
の
研
修
を
終
了
し
六
ヵ
月
以

内
の
人
で
、
同
一
事
業
所
に
六
ヵ
月

以
上
継
続
し
て
雇
用
さ
れ
る
見
込
み

の
場
合
　
金
額
二
万
五
千
円

匣
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

帳
・
公
共
職
業
安
定
所
ま
た
は
学
校

の
証
明
書
（
用
紙
は
し
あ
わ
せ
課
に

あ
り
ま
す
ご

印
鑑
・
銀
行
預
金
通
帳

を
持
っ
て
、
直
接
し
あ
わ
せ
課
給
付

係
（
４
月
か
ら
は
障
害
福
祉
課
、

容

3
6
6
・
7
3
4
8

）
　へ

京葉ガスＦ松戸第二ビル

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

消
費
生

活
課

消
費
生
活
相
談
、
計
量

器
検
査
、
公
設
地
方
卸

売
市
場

会
議
室

経
済
担
当

部
長

室

商
工
観

光
課

商
工
業
の
振
興
、
観
光
、
労

政
、
勤
労
会
館
、
市
営
競
輪

農
業
委

員
会

農
地
等
の
移
動
調
整
、
国
有

農
地
の
管
理
、
農
業
振
興

農
政
課

鵞
菻
水
産
業
の
振
興
、
米
穀

小
売
販
売
業
者
の
登
録
、
農

業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

５

階

４
　
階

京
葉
ガ
ス
Ｆ
松
戸
ビ
ル

平

成
1
1年

度

の
定
期
監

査
結

果
の

概
要

を
、
次

の
と
お
り
公

表
し

ま
す
。

平
成
1
2
年
3
月
1
日

松

戸
市

監
査
委

員

監
査
結
果
の
公
表

市
民
担

当
部
長

室

地
域
振

興
課

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
支
援
、

市
政
協
力
委
員
、
市
民
セ
ン
タ

ー
の
総
括
管
理
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
情
報
の
収
集
、
自
主
防
災
組

織
の
支
援

安
全

課

市
民
交
通
傷
害
保
険
、
自
転
車

‐‐‐
駐
車
場
、
交
通
公

園

一
市
民

環
境
本

部
長
室

市
民

環
境
本
部

企
画

管
理
室

本
部
内
業
務
の
総
合
調
整
管
理

選
挙
管

理
委

員
会

投
票
区
、
選
挙
人
名
簿
、
投
票

・
開
票
事
務
、
啓
発

選
挙

管
理
委

員
室

施
設

管
理
公

社

３
　

階

２
　
階

１
　
階

保
険
課

・
分
室

国
民
健
康
保
険
料
お
よ
び
介
護
保

険
料
の
賦
課
・
収
納

、
老
人
保
健

法
に
基
づ
く
医
療
費
の
給
付
、
高

額
療
養
費
支
給

高
齢
者

福
祉
課

老
人
棉

罹
・
保
健
施
設
整
備
、
ひ
と

り
暮
ら
し
老
人
施
策

、
老
人
ク
ラ

ブ
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
養
護

老
人
ホ
ー
ム
、
総
合
福
祉
会
館

国
民
年

金
課

国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
、
福
祉

年
金
社
会

福
祉
担
当

部
長
室

介
護

支
援
課

介
護
保
険
の
申
請
・
認
定

・
給
付

、

保
険
料
率
の
算
定
、
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー

相
談

室

・
展
示

室

‐‐‐‐
市

民
相

談
課

一
市
民
相
談
ヽ

市
政
に

つ
い
て
の
要
望
ヽ
人

権
施
策
の
総
合
調
整

市
政
モ
ニ
タ
ー
、
庁

舎
案
内

す
ぐ
や

る
課

市
政
に
つ
い
て
の
要

望
等
の
緊
急
処
理
お

よ
び
連
絡

大
会

議

室

・
会

議

室医
務

室

税
制

課

税
制
、
諸
税
の
賦
課

軽
自
動
車
に
係
る
標

識
等
の
交
付

税
務

担
当
部

長
室

別
館

河
川
清

流
課
分

室下

水
道

計
画
課

公
共
下

水
道

の
事

業
計
画
・
設
計

下

水
道

建
設
課

下
水
道
の
幹
線
・

枝
線
工
事
設
計
・

施
工

４
　

階

３
　

階

２
　

階

１
　

階

道
づ
く

り
課

都
市
計
画
道
路
お
よ
び
市
道
の

用
地
買
収
、
工
事
の
設
計
・
施
工

道
路
維
持

課

市
道
お
よ
び
橋
り
ょ
う
の
整
備

市
道
の
交
通
安
全
施
設
の
管
理

・
整
備

建

設
総

務
課

道
路
の
認
定
・
変
更
お
よ
び
廃

止
、
道
路
台
帳
道
路
の
調
査

研
究
お
よ
び
計
画

建
設
担
当

部
長
室

河

川
清

流
課

河
川

・
水
路
の
改
良
・

維
持
管
理

、
水
路
の
新

設
、
河
川
災
害
の
復
旧
、

親
水
計
画
清
流
復
活
事

業下

水

道
普
及
課

下
水
道
使
用
料
・
受
益

者
負
担
金
の
賦
課
・
徴

収

、
下
水
道
の
維
持
管

理
、
常
盤
平
衛
生
処
理

場
管
理

災
害

対
策
本

部

防

災
課

防
災
計
画
、
防
災
訓

練
、
自
主
防
災
組
織

の
育
成

行

政
資
料
セ

ン
タ

ー計

量
検
査
室

新館
都

市

整

備

本

部

企

画

管

理

室

本
部
内
業
務
の
総
合
調
整
管
理

都

市

整

備

本

部

長

室

入
札
室
一
・
二

都

市

整

備

課

土

地

区
画

整
理

事

業

、
新
市

街
地

の

開
発
計
画
、
市
街

地
再

開
発

事

業
、

松
戸

駅
西

口
駐

車

場都

市

計

画

課

都
市
計

画
の

調
査

、

地

域
の

土

地
利

用

計

画

、
バ

ス

路
線

計

画

都

市

緑

花

担

当

部

長

室

建

築

保

全

課

市

建

築
物
の

設
計

、

保
全

、
現

場

監
理

み

ど

り

と

花

の

課み

ど

り
と

花

の
推

進

、
樹

林
保

全

公

園

緑

地

課

公

園

緑

地
の

新
設

改

良

・
維

持

管
理

、

二
十

一
世

紀

の
森

と

広

場

の
管

理

、

白

井

聖

地
公

園
管

理建

築

指

導

課

建

築
確

認

申
請

、

違
原

建
築
の

是
正

、

屋
外

広

告

物
許

可

申

請

住
宅
課

市
営
住

宅
の

管
理

、

開
発

行

為

の
受

付

・
審

査

、

建
築

物

に
関
す
る
苦
情
等

の
処

理

監

査

委

員

室

監

査

委

員

事

務

局監
査

、

審
査

、

検

査契

約

課

工
事

、
事

務

委
託

、

物
品

購
入

の

契

約

工

事

検

査

課

建
設
工

事
の
検

査
、

工

事
等

の
積

算

単

価

・
新

技
術

情

報

の
収

集

管
理

保

育

課

保
育
所

入
所
申

請
、

保
育

料

の

徴

収

、

保
育

所

の
施

設

整

備会

議

室

大

会

議

室

環
境
担

当
部

長
室

環
境
計

画
課

環
境
計
画
・
廃
棄
物
処

理
計
画
、
一
般
廃
棄
物

処
理
業
者
の
許
可
・
指

導
監
督
、
廃
棄
物
の
減

量
お
よ
び
資
源
化

環
境
施

設
課

廃
棄
物
処
理
施
設
の
整

備

・
建
設

環
境
業

務
課

ご
み

・
し
尿
の
収
集
運

搬
、
し
尿
処
理
手
数
料

、

浄
化
槽
清
掃
業
者
の
許

可環
境

保
全
課

公
害
防
止
、
大
気
汚
染

・
騒
音
・
悪
臭
・
水
質

汚
染
等
の
調
査
・
指
導
、

犬
の
登
録

管
財

課

市
有
財
産
の
総
括
的
管

理
、
庁
舎
の
維
持
管
理
、

庁
用
自
動
車
の
管
理

財
務

本
部
長

室

財
務

本
部
企

画
管

理

室本
部
内
業
務
の
総
合
調

整
管
理
、
財
政
計
画
、

予
算
の
編
成

予
算

編
成
室

記

者
室

広
報
課

広
報
ま
つ
ど
・
市

勢
要
覧
・
生
活
カ

タ
ロ
グ
の
発
行
、

市
政
見
学
会
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
事

業会
議
室

市
民
環
境

本
部

企
画
管
理

室
分

室文
化
・
国
際
化
施

策
、
姉
妹
都
市

（
財
）
国
際
交
流
協

会助
役
室

秘
書
課

市
長
・
助
役
の
秘

書市
長
室

市
民
サ

ロ
ン

総
務

企
画

本
部

企
画

管
理

室

本
部
内
業
務
の
総

合
調
整
管
理
、
市

行
政
の
総
合
計
画
、

組
織
・
定
数
管
理
、

事
務
改
善
、
例
規

・
公
告

総
務

企
画

本
部

長
室

公
平

委
員

会
室

広
報

課
分

室

人

事
課

職
員
の
任
免
・
服

務
給
与

・
福
利

厚

生
・
研
修

総

務
課

国
勢
調
査

・
そ
の

他
の
統
計
、
行
政

区
域
、
情
報
公
開
、

行
政
資
料
セ
ン

タ

ー
、
Ｏ
Ａ
化
の
推

進印
刷

機

械
室

電
話

交
換

室

健

康

福

祉

本

部

企

画

管

理

室

本
部

内

業

務

の
総

合

調
整

管

理

健

康

福

祉

本

部

長

室

障

害

福

祉

課

身
体

障
害
者

福
祉

、

の

ぞ
み

学

園

、
身

体

障

害
者

福

祉
法

・
知
的

障

害

者
福

祉
法
に
基
づ
く
措

置児

童

家

庭

担

当

部

長

室

児

童

福

祉

課

児

童

福
祉

法

・
母

子

お
よ

び

寡

婦
福

祉

法
に

基

づ

く
措

置

、
児

童

手

当

、

乳

幼
児

医

療

費

の

支
給
、
児
童
福
祉

館

、

学
童

保

育

福

祉

事

務

所

生

活

保
護

法

に
よ

る
相

談

・
助

言

、

民

生

委
員

、

赤

十

字

、

軍
人

恩

給

固
定

資
産
税

課

土
地
・
家
屋
の
調

査
お
よ
び
評
価
、

固
定
資
産
税
お
よ

び
都
市
計
画
税
の

賦
課
、
償
却
資
産

市
民

税
課

市
民
税
の
賦
課
、

課
税
証
明
、
県
民

税
の
受
託
業
務

収
納

課

市
税
の
収
納
・
整

理
、
滞
納
市
税
の

徴
収
・
督
促

議

長

室

副

議

長

室

市

議

会

事

務

局

長

室

庶

務

課

秘

書
、
儀

式

、
渉

外

、
人

事
、
予
算

、

経
理

議

事

課

本
会
議
・
委
員
会
、

請
願

・
陳

情

の

受

付調

査

課

市
政

の

調
査

、
議

会
発

行

物
の

編
集

議
会
棟

市

民
課

戸
籍
届
、
住
民
異

動
届
、
戸
籍
諧
抄

本

、
住
民
票
の
写

し
の
交
付

、
印
鑑

登
録
、
外
国
人
登

録銀

行

会

計
課

金
銭
の
出
納

収

入
役

室

５
　
階

４
　
階

３
　
階

２
　
階

１
　
階

９
　
階

８
　
階

７
　
階

６
　
階

本庁・京葉ガスビルの配置概要

６
　
階

５
　
階

４
　
階

指

導
課

指
導
方
針
の
企
画
、
学
校

教
育
の
指
導
、
教
材
・
教

具教

育
研
究

所

教
育
課
程
の
研
究
、
教
職

員
の
研
修
、
教
育
相
談

学

務
課

児
童
・
生
徒
の
転
入
学
、

就
学
奨
励
、
通
学
区
域
、

教
科
書
の
採
択
、
教
職
員

の
人
事
・
福
利
厚
生

学

校
教

育
担
当
部

長
室

保

健
体
育

課

学
校
保
健
、
給
食
、
学
校

体
育

社
会
教

育
課

社
会
教
育
行
政
の
総
合

企
画
・
調
整
、
文
化
財

の
調
査

ゐ
不
護
、
社
会

教
育
関
係
団
体
の
育
成

教
育
総

務
課

教
育
財
産
の
管
理
、
学

校
予
算
の
経
理

会
議
室

教

育
施
設

課

学
校
整
備
計
譽

学
校
施

設
の
管
理
・
整
備

教

育
長
室

教

育
委
員
会

企
画
管
理

室委
員
会
業
務
の
総
合
調
整

管
理
、
人
権
教
育
施
策
の

総
合
調
整
、
職
員
の
人
事

・
福
利
厚
生

生
涯

学
習
本

部
長
室

会
議

室

こ
ど

も
課

子
供
会
、
青
少
年
相
談
員
、

こ
ど
も
の
遊
び
場
、
少
年

セ
ン
タ
ー



［
］
女

性

護

身

術

講

習

会

４
月
９
日
日
、
５
月
1
4
日
斜
、
６

月
１１

日
日

〔
全

三
回
〕

午
後
２

時
～

３

時
3
0分
　

会

場
女

性
セ
ン

タ

ー
ゆ

う
ま

つ
ど
　

内

容
痴

漢
や
引

っ
た

く

り

な
ど
の

危
険

か
ら

、
自
分

白
身

を

守

る
た

め

、
と

っ
さ

の
時
に

使
え

る

簡
単

な
訓

練
と

護
身

術
を
学
ぶ
　

講

師

草
間
浩

美
氏
　

対

象
小

学

生
以

上

定

員
三
十

人
　

費
用

一
回

五
百
円

匣
３

月
2
7日

㈲
か

ら
電

話
で

、
女

性

セ
ン

タ

ー
a
3
6
4・
8
7
7
8

（
午

前

９

時
～

午

後
５

時
）
へ

【
】
社

交

ダ

ン

ス

初

級

講
座

４
月
7
日
～
5
月
2
6
日
の
毎
週
金

曜
日
〔
全
八
回
〕
午
後
６
時
3
0分
～

９
時
　
会
場
八
ケ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー

費
用
一
回
七
百
円
（
別
途
テ
キ
ス
ト

代
千
六

百
円
）

※
初
め
て
の
人
も
歓
迎

圃
当
日
会
場
で

圈
ダ
ン

ス
サ
ー
ク
ル
赤
い
靴
・
山
西

登
3
4
7
・
6
4
5
2

［
］
初
心

者

の

た

め

の
篆

刻
教

室

八
月
1
2
日
～
６
月
7
日
（
５
月
３

日
を
除
く
）
の
毎
週
水
曜
日
〔
全
八
回

〕
午
後
１
時
～
３
時
　
会
場
市
民

劇
場
　
内
容
篆
刻
の
基
本
か
ら
書
画

印
の
制
作
等
初
心
者
に
わ
か
り
や
す

く
指
導
　
定
員
先
着
二
十
人
　
費
用

五
千
円

膃
百
星
会
・
余
語

昔
3
8
5
・
4
5
3
0

（
午
後
６
時
～
９
時
）

【
】
松

戸

地

域

職

業

訓

練

セ
ン

タ

ー
（
テ

ク

ノ
2
1）
講

座

［
］
女

性
プ

ロ

に

よ

る
チ

ャ
チ

ャ

チ

ャ

講

習

会

４
月
7
日
～
2
8
日
の
毎
週
金
曜
日

〔
全
四
回
〕
午
後
7
時
～
9
時
　
会
場

柿
ノ

木
台
公

園

体
育

館
　

対

象

初
級

者
　
費
用
各
三
千
円

國

ダ
ン

ス
サ
ー
ク
ル

い

ち
ご

・
長
峰

罧
3
6
5
・
8
4
9
0
（
夜
間
の
み
）

【
】
貿
易

実

務

勉

強

会

3
月
2
9
日
水
午
前
1
0
時
～
午
後
５

時
　
会
場
松
戸
商
工
会
議
所
　

講
師

輸
入
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
永

野
靖
夫
氏
　
費
用
二
千
三
百
十
円

テ

キ
ス
ト
代
）

圜
松
戸
商
工
会
議
所
指
導
一
課
ｓ
3
6
4

・
3
1
1
1

［
］
東

京

大

学

公

開

講

座

４

月
８

日

・
1
5日

・
2
2日

、
５

月

1
3日

・
2
0日
の

土
曜
日
〔
全

五
回

〕
午

後
１

時
3
0
分
～
４

時
3
0
分

（
４

月
８

日
、
５
月
2
0
日
の
み
午
後
一
時
3
0
分

～
４
時
4
0
分
）
　
会
場
東
京
大
学
安

田

講
堂
　

内
容

相
性

に
つ

い
て

定

員
先

着
八

百
人
　

費

用
四

千
円

（
講

義

要
項
費

を
含

む
）

※

一
日
の

み
選

択
可

（
費

用
千

円
）

圃

往
復
ハ

ガ
半
に

第
九

十
三

回
東

京

大
学

公
開

講
座

聴
講

申
込

票

・
住
所

・
氏
名

（
フ
リ

ガ
ナ

）
　・
年
齢

・
性

別

・
電

話
番
号

・
職

業

・
聴
講

希
望

日

・
前

回
の
受

講
経

験
者

は
受

講
時

の

聴
講
番

号
（
初
め

て
の

人

は
「
無

」
）

を
記
入
し
て
、
〒
1
1
3
-
8
6
5
4
東

京
都
文
京
区
本
郷
七
の
三
の
一
東
京

大
学
事
務
局
気
付
　
財
東
京
大
学
総
合

研
究
会

（

昔
0
3・
３
８

１
５

・
8

3
4
5

）
へ

講 座 名 日　　 時 定員／費用

ワj，

口

づ

コ氛

座

パソコン・ワープロ

入門講座

①4/3 ㈹)・4 ㈹　　　　　　　　午前

言>4/19圉･20( ㈹　　　　　　　 午後 吝ﾜ人

6,000 円

吝7 人12,000
円(10,000円）

Windows95 入門講座
①4/ 6 困 ・7 窗　　　　　　　 午後
②4/8 仕）　　　　　　　　　　 土曜

ワープロソフト
Word 入門講座

①4/15 圉・22出　　　　　　 土曜
②4/17 ㈲・18㈹・20 ㈲・21 銜 午前

4/1 ・12 ㈲・13 困　　　　 午前

4/24 囲・25 ㈲・27 困・28 銜　 午後

ワープロソフト
Word 初級講座

吝10人10,000
円(8,000円）

裹計算ソフト

Excel 入門講座
吝9 人12,000円
(10,000円)

※午前=午前9時30 分～午後O時30分 、午後=午後1時30分～4時30 分
土曜=午前9時30 分～午後4時30分

マッキントッシュパソコン講

座･,初心者入門講座

4/24 囲･25 ㈲・27 ㈹・28 銜　　　　　　5 人

午前9時30分～正午　15,000 円

高齢者向けパソコン講座・ゆ

っくり楽しくパソコン講座
(対象60歳以上の人)

4/11W･12 ㈲・13 休）　　　　　　　　　5 人
午後1時30分～4 時1　9,000 円

［
］
手

ひ

ね

り

陶
芸

入

門

講

座

５
月
1
1
日
～
６
月
1
5
日
の
毎
週
木

匣
４
月
８
日
出
〔
必
着
〕
ま
で
に

、

ハ

ガ
牛
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
記
入
し
て
、
〒
2
7
0

－
2
2

2
4
松
戸
市
大
橋
四
八
一
の
一
　
陶

芸
木
曜
会

・
須
藤
仁
恵
（
a
3
6
8
・
8

2
9
9

）
へ

［
］
ま

つ

ど

色

彩

物

語

そ

の

二
「

盛

男

さ

ん

の

ま

ち

づ

く

り

と

景

観

講

座

」

４
月
1
5
日
土
午
後
１
時
3
0
分
～
４

時
　

会

場
女

性
セ
ン

タ

ー
ゆ

う
ま
つ

ど
　
講
師
ま
つ
ど
景
観
ラ
ボ
・
高
橋

盛

男
氏
　

費

用
五

百
円

圃
電
話
で
、
見
つ
け
よ
う
い
い
色
・
i
n

ま
つ

ど
松

戸

色
彩

を
考
え

る
会

・
山

川

昔
3
4
5
・
0
4
1
1

へ

※費用のうち（　）内は当会員事業所・当団体会員メンバーの場合です。

※受け付け開始時間に定員を超えた場合は抽選となります。

※パソコン講座は毎月募集しています。

匣3月25 日出午前9時から直接､ 松戸地域職業訓練センター（小金原1の19

の3S349-3200) 窓口へ

［
］
初

め

て

の

人

の

い

け

花

と

ア

レ

ン

ジ

メ

ン

ト

４

月
５

日

・
1
2日

・
2
6日

、
５

月

1
0日

・
2
4日

・
3
1日

、
６

月
ワ
日

・

纐
日

・
2
8日

の
水

曜
日
〔
全
九
回
〕
午

後
５

時
3
0分
～

８

時
　

会
場
市

民
会

館
　

費
用

各

二
千

円
（
花
代
別

）

圃
電

話
で
奥

様
い
け

花
会

・
須
藤

昔

6
2・
1
9
9
0

へ

３

3/27松戸警察署が
移転します

新しい警察署での業務は 、3月2ﾜ 日㈲午前8 時30 分

「
」
プ
ラ

ネ

タ

リ

ウ

ム
新

番

組

４

・

５
月

公

開

「
太

陽
と

黒

点

」

れ
て

い
ま

す
。

今
年

は
ま

さ
に
そ

の

年
で

、
太

陽
研

究
の

絶
好
の

機
会
と

な

る
で
し

ょ
う

。
番

組
で

は
黒
点

の

仕

組
み
や

太
陽

活
動
に

つ

い
て
紹

介

し
ま

す

。

投
影
日
４

月
１

日

出
～
５

月
2
8
日

日
の
土
・
日
曜
日
、
祝
日
　
投
影
時

間
一
回
約
五
十
分
間
　
会
場
市
民
会

館

プ
ラ
ネ

タ
リ

ウ
ム

室
　

費
用
子

ど

も

三
十
円

・
大

人
五
十

一
円

（
発

券

は

投
影

開
始
三

十
分

前
か

ら
）

※
投
影

開
始
時

刻
＝

日
曜
日

、
祝
日

、

第
一
▽

四
土

曜
日

は
午

前
1
0
時

、

午
後
１

時
3
0
分

、
３

時
3
0
分
の

三

回
。

第

∇

三
土

曜
日

は
午

後
の

み
二
回

。

※
団
体

（
二
十

人
以

上
）

は
ご
相

談

く
だ

さ
い

。

圜

市
民

会
館

プ
ラ
ネ

タ
リ
ウ
ム

室

昔

6
8・
1
2
3
7

松
戸
警
察
署
案
内

図

からとなります。

所在地…松戸市松戸

558 の2 （県立西部

防災センター隣）

S369-0110

交通…Ｊ日松戸駅西

口京成バス「市川駅」

行き松戸二中前下車

徒歩8分、「梨香台団

地」または「市立東

松戸病院」行き分実

下車徒歩7分

※管轄区域の変更は

ありません。

［
］
県

立

現

代

産

業

科

学

館

の

催

し

物①
4
月
１
日
土
②
2
日
日
③
4
日

火
、
各
午
後
1
時
～
3
時
　
会
場
県

立
現
代

産
業

科
学

館

（
市

川
市

）

内

容
キ

ッ
ド

シ
ネ

マ
①

「
紅
の

豚
」

②
「
平
成

狸
合
戦

ぽ
ん
ぽ
こ
」

③
「
も

の
の

け
姫
」
　

対
象
小

学

生

（
保
護

者
の
同

伴
可

）
　

定
員
先

着

百
五
十

人
　

費
用
無

料

圃
当
日

会

場
で

圜
県
立
現
代
産
業
科
学
館
　
3
7
9
・
2

0
0
5

［
］
春

休

み

こ

ど

も
囲

碁

入

門

の

つ

ど

い

４
月
２
日
日
午

後
1
時
～
3
時

会
場
常
盤
平
市
民

セ
ン
タ
ー
　
対
象

五
歳
～
中
学
生

費
用
無
料

圜
と
き
わ
だ
い
ら
少
年
少
女
囲
碁
ク

ラ
ブ

ー
萩
谷

公
3
8
6
・
3
2
2
9

c362-2050

【
】
ミ

ニ

リ

サ

イ

ク

ル

プ

ラ

ザ

閉

館

に

と

も

な

う

無

料

配

布

会

馬
橋

の
ミ
ニ

リ
サ
イ

ク
ル

プ
ラ

ザ

は
、
３
月
2
6日

日
の
無
料
配
布

会
を
最
後
に
閉

館
し
ま
す
。
当

日
の
ご
来
館
を

お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

３
月
2
6
日
日
午
前
９
時
～
午
後
２

時

抽
選
会
午
後
２
時
2
0分
か
ら

品
物
引
渡
３
月
2
6
日
日
午
後
３
時
～

午
後
４
時
と
2
7
日
㈲
～
４
月
２
日
日

午
前
９
時
～
午
後
４

時

ミ
ニ
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
（
松

戸
市
清
掃
事
業
協
同
組
合
）
Ｓ
3
6
8
・

5
3
7
1

［
］
貿

易

（
ジ

ェ
ト

ロ

）

定

例
個

別

相

談
会

国
際
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
よ
う
と
し

て
い
る
人

、
輸
入
に
意
欲
を
持
ち
な

が
ら
知
識
と
経
験
不
足
で
悩
ん
で
い

期間・催し物 内　　　容

4/23(1日)まで

通常展｢徳川昭武・
慶喜の見た幕末明治｣

徳川昭武・慶喜の兄弟は幕末から明治にかけて、さまざまな写真を残

しました。今回の展示では、２人が残した写真に幕末明治の時ｲ弋を探り

よす。

主な展示品 「マルセイユの徳川昭武一行上把6ﾜ 年撮影）「昭武のパリ土産のアルバム」「松戸町小

山」（明治38年徳川慶喜撮影）「柴又帝釈天上明治39年昭武撮影）「昭武手製の写真絵葉書」ほか

入館時間…午前9時30分～午後4時30分（月曜日は休館・祝日は開館し、翌日休館）

入館料…一般60 円（50 円）、高・大学生40 円（30 円）ノ」卜 中学生20 円（循円）〔（　）内は団体料金

/20人以上〕

※毎月第2 ぺ 土曜日は小・中学生の観覧は無料です。

S366-7462

期間 3/30C*律 で 3/31 ～4/13W 4/14c ～27㈲

東
日用雑陶器展
圖三浦Q343-41ﾜ12

水曜会作品展
毘ｲ尹藤c343 一把3ﾜ

角田千恵子とギルド・ヴィラミニ作品展
圜角田Q366-4011

第4回プリマペラスケソヽチ展
固佐藤Q385-6ﾜ93

西
国美術同人展
圖宮澤容364-0294

｢津軽こぎん刺し｣＜るみ会作品展
昌宇野S384-｢7990

ﾔO345-8900

る
人
、
専
門
的
な
助
言
を
必
要
と
し

て
い
る
人
、
輸
入
業
務
の
拡
大
・
多

角
化
を
企
画
さ
れ
て
い
る
人
、
ト
ラ

ブ
ル
で
お
悩
み
の
人
等
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

４
月
1
9
日
水
午
後
１
時
～
４
時

会
場
松
戸
商
工
会
議
所
　
費
用
無
料

（
要
予
約
）

※
毎
月
第
三
水
曜
日
に
開
催

圈
松
戸
商
工
会
議
所
指
道
二

課
a
3
6
4

・
3
1
1
1

［
］
松
戸

絵

手

紙

の
会

十

周

年

記

念

イ

ベ
ン

ト

・

ふ

れ

あ

い
遊

便

展
４
月
６
日
㈲
～
1
1
日
火
午
前
1
0
時

～
午
後
6
時
（
1
1
日
火
の
み
午
後
３

時
ま
で
）
　
会
場
伊
勢
丹
松
戸
店
九

階
ア
ー
ト
ス
ポ
ッ
ト
ま
つ
ど
　
内
容

松
戸
絵
手
紙
の
会
会
員
作
品
展
、
絵

手
紙
入
門
教
室
、
絵
手
紙
協
会
二
十

一
世
紀
展
　
費
用
無
料

圖
松
戸
絵
手
紙
の
会

・
高
津
公
3
6
2

2
8
1
5

ヘ
ヘ丶
丶

｀ゝ ゝ
へ

ゝゝ
期　　間 内　　容

屋

不

4/11 ㈹～16(日) 「新芽と小花絵本展」 グループ新芽と小花

4/29R! 卜5/ 3 ㈲

一一一一一一一一4/ ㈹ 午 後2 時～3 時

「眷の盆栽展」　日本盆栽協会松戸支部

１

工可

季節の見どころ歩き　案内役パークセンター職員

野草ウォツチング　講師自然解説員・川端ﾈ羊子氏9(日)午前10時～Ｕ時30 分

15仕)午前10時～11 時30分 バードウォッチング　講師自然解説員・首藤美恵子氏

16(B>午前10時～11 時30分 昆虫ウオッチンゲ　講師自然解説員・松葉光豊氏

圃当日パークセンターで（先着25人）　費用無料　※雨天中止

祟
毎週水・土・日曜日と祝日、吝午前

10時～正午と午後1時～3 時30分

みどりの相談員による花や緑に関する相談（電話でも受

け付けます）

開館時間…午前9時～午後4時30 分
※月曜日は休館

21世紀の森と広場パークセンター

松戸駅市民ギャラリー

戸定歴史館

催
し
物

講
座
・
講
演

曜
日

〔
全
六
回
〕

午
前
1
0時
～
正
午

会
場
矢
切
公

民
館

定
員
三
十
人
（
抽

選
）
　

費
用
七
千

円
（
材
料
費
を
含

む
）

情報チャンネル

※タイトルが色刷りのものは、市等の主催です

黒
点
は
十

一
年
ご
と
に

活
発
に
出
現

し
、
同
時
に

太
陽
活
動
も

盛
ん
に
な
る

こ
と
が
知
ら

市社会教育課



「
」
市

立

病

院
眼

科

外
来

休

診

休
診
日
＝
４
月
６
日
内
・
7
日
㈲

圖
市
立
病
院
眼
科
外
来
　
3
6
3
・
2
1

7
1

（
内
線
2
1
0
6

）

【
】
危

険
物

取

扱

者
試

験

①
6
月
４
日
日
②
6
月
1
1
日
日

会
場
①
木
更
津
中
央
高
等
学
校
ほ
か

三
会
場
②
日
本
大
学
生
産
工
学
部
津

田
沼
校
舎
　
費
用
甲
種
五
千
円
、
乙

種
二
千
四
百
円
、
丙
種
二
千
七
百
円

※
希
望
者
に
は
講
習
会
や
模
擬
試
験

を
有
料
で
実
施
。
テ
キ
ス
ト
の
頒

布
も
行
っ
て
い
ま
す
。

圃
４
月
1
0
日
㈲
～
1
3
日
㈲
の
間
に
消

防
局
と
各
消
防
署
で
配
布
し
て
い
る

願
書
を
松
戸
市
危
険
物
安
全
協
会
事

務
局
（
市
消
防
局
予
防
課
内
a
3
6
3
・

1
1
1
4

）
へ

［
］
文

化

ホ

ー
ル

ギ

ャ

ラ
リ

ー
の

使
用

受

け

付

け

４

月
1
2日
㈲
午
前
1
0時
3
0分
か
ら

会
場
文
化
ホ
ー
ル
　

使
用
期
間
６
月

2
7
日
㈹
～
1
0
月
１
日
日
持
ち
物
使

用
料
・
社
会
教
育
関
係
団
体
登
録
証

（
該
当
団
体
の
み
）

國
文
化
ホ
ー
ル
登
　
3
6
7
・
7
8
1
0

「
」
植
木

の

剪

定

4
月
か
ら
6
月
末
ま
で
の
、
植
本

の
剪
定
・
枝
お
ろ
し

’
刈
り
込
み
の

予
約
を
受
け
付
け

ま
す
。

※
費
用
は
剪
定
・

枝
お
ろ
し
・
刈
り
込
み

等
の
作
業
に
よ
っ
て
積
算

し
ま
す
の
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
定
数
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す

。

圃
４
月
３
日
㈲
か
ら
電
話
で
、
シ
ル

バ
人
材
セ
ン
タ
ー
登
3
8
4
・
3
1
9

1
へ

［
］
松

戸

保

健

所

４
月

が
ら

の

相

談

日

等

変
更

一
般
健
康
相
談
＝
第
三
木
曜
日
午

前
９
時
～
1
0
時

事
業
所
検
診

＝
第
二
木
曜
日
（
要

予
約
）
エ
イ
ズ
相
談
お
よ
び
Ｈ
Ｉ
Ｖ
抗
体

検
査
＝
第
一
・
三
木
曜
日
午
後
２
時

～
３

時

※
祝
日
は
実
施
し
ま
せ
ん

。

固
松
戸
保
健
所

音
3
6
1
・
2
1
2
1

「
」
ス

ポ

ー
ツ

テ

ー
ピ

ン

グ

講
習

会
毎
月
第
二
土
曜
日
午
後
６
時
～
８

時
　
会
場
勤
労
会
館
　
内
容
ス
ポ
ー

ツ
テ
ー
ピ
ン
グ
に
よ
る
け
が
の
予
防

か
ら
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
や
ス
ト
レ
ッ
チ

ン
グ
効
果
を
学
ぶ
　

対
象
体
育
・
ス

ポ
ー
ツ
の
指
導
者
、
選
手
（
父
兄
も

歓
迎
）
　
持
ち
物
ハ

サ
ミ
　
費
用
千

円
（
資
料
代
を
含
む
）

題
明
第
一
地
区
子
ど
も
会
・
山
岡
昔

13
6
1
・
2
2
4
9

ソフトテニス大会松戸市体育協会50周年記

念

［
］
硬

式

テ

ニ

ス

ス

ポ

ー
ツ

少

年

団

員

募

集

４
月
～
1
3
年
３
月

圃Ａは3/31金、Ｂは4/14金までに所定の振り込み用紙で

固松戸市ソフトテニス連盟・山下　345-7084

ま
で
の
毎
週
土

曜
日
①
午
後
１
時

3
0分
～
３

時
②
午

後
３

時
～
４
時
3
0

分
　
会
場
栗
ケ
沢

公
園
庭
球
場
　
対

象
小
学
三
～
六
年

生
　
費
用
月
二
千

円
（
入
団
時
保
険

料
五
百
円
）

匣
４
月
１
日
・
８

日
・
1
5日
2
2
日

の
土
曜
日
、
午
後

１
時
か
ら
、
説
明

会
を
栗
ケ
沢
公
園

庭
球
場
十
番
コ

ー
ト

で
行
い
ま
す
〔
雨

天
決

行
〕
。

固
松

戸
ユ

ー
カ
リ

ジ
ュ
ニ

ア
テ

ニ
ス

ス

ポ
ー
ツ

少
年

団

・
小

川

Ｓ
Ｗ
∵
9

1
4
5

［
］
ス

ポ

ー

ツ
教

室

Ⅲ4月12日水〔必着〕までに、往復ハガキに住所・氏名（ふりがな）・学年・電話

番号・教室番号・返信用あて名を記入して、〒271-0064松戸市上本郷4434

松戸運動公園内　スポーツ課(363-9241) へ

「
」
第

三

十

五
回

松

戸

市

美

術

展

覧
会

（
公

募

展

）

作

品

募

集

搬
入
６
月
1
0日
出
午
後
１
時
～
４

時
　
会
場
文
化
ホ
ー
ル
　

対
象
十
六

歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

者
・
市
内
美
術
サ
ー
ク
ル
会
員
お
よ

び
市
内
出
身
者
　
種
目
日
本
画
・
洋

画
・
彫
刻
　
出
品
点
数
各
部
一
人

一

点
　
作
品
の
大
き
さ
等
日
本
画
、
洋

画
＝
Ｍ
十
号
（
五
十
三
芍
×
三
十
三

・
四
セ
ン
チ
）
以
上
Ｆ
五
十
号
（
百
十
六

・
七
セ
ン
チ
×
九
十
一
セ
ン
チ

）
以

下

、

彫

刻
＝

等
身
大

以

内
　

費
用

二

千

円

（
高
校

生

は

千
円

）

※
出
品
作
品
に
は
、
所
定
の
出
品
申

込
書
を
添
付
。
絵
画
は
す
べ
て
額

装
。
額
吊
り
金
具
・
ひ
も
を
付
け

る
。
ガ
ラ
ス
使
用
の
額
縁
は
不
可

（
ア
ク
リ
ル
板
は
可
）
。

固
社
会
教
育
課
市
民
文
化
係
Ｓ
叩

7
4
6
2

会　 場 曜日 時　間 対 象 期 間 費 用 鬪松戸市ｿﾌﾄﾃﾆｽ 連盟

金ケ作公園庭球場

火　 午後ﾜ 册～9 時

土

日　午前10時～正 午

持 生以上 4月～11 月 15,000円 小倉登345-0899

一般
4月～ﾜ 月

ﾜ,000 円
山岸S388-8450

吉田公388-6431
月

6,000円 吉田a343 ―0322

木 午後1 時～3 時

栗ヶ沢公園庭球場 木

午前10時～正午中央公園庭球場 水

稔台テニスコート 水

金ケ作公園庭球場 日 午煎3時～10時 中学生 ※ﾜ,000 円 中沢S342 ―ﾜ326

ｉ ※保 険 料を 含 む

ｉ　Ⅲ 直 接 会 場で( 随 時可 能)

［
］
市

立

東

松

戸

病

院

職

員

の

募

集

視
能

訓
練
士

〔
長

期
パ

ー
ト
〕

＝

資

格
を

有
す

る
人
　

提
出

書
類
履

歴

書
（
写
真

付
き

）
、
資
格

免
許

の
写
し

申

込
期
限

３

月
3
1日

記
ま
で

※
市
内

の
医

療
機
関

勤
務

者
の
応

募

は
ご

遠
慮

く
だ
さ

い

。

翻

市
立

東
松
戸

病
院
総

務
課
総

務
係

昔
9
1・
5
5
0
0

３
口

県

営

住

宅
の

入

居

者

募

集

県
営
住
宅
の
入
居
者
を
、
４
月
３

日
㈲
～
1
5
日
土
ま
で
募
集
し
ま
す
。

入
居
資
格
（
１
）
所
定
の
方
法
に
よ
り
算

出
し
た
収
入
月
収
が
、
①
一
般
の
場

合
十
万
円
以
下
②
高
齢
者
、
身
体

障
害
者
な
ど
の
場
合
（
条
件
あ
リ
）

二
十
六
万
八
千
円
以
下
の
現
に
住
宅

に
困
窮
し
て
い
て
、
原
則
と
し
て
同

居
親
族
が
あ
る
こ
と

※
募
集
案
内
書
は
、
４
月
３
日
月
か

ら
東
葛
飾
支
庁
県
民
セ
ン
タ
ー
お

よ
び
市
役
所
住
宅
課
・
各
支
所
で

配
布
し
ま
す
。

圜
千
葉
県
都
市
公
社
県
営
住
宅
管
理

部

公
0
4
3
・
2
2
2
・
9
1
8
2

【
】
酒

の

悩
み

ご

と

相

談

・
酒

害

家

族

教

室

４
月
６
日
團

・
４

月
2
0日
困
午
後

１
時
3
0
分
～
２
時
3
0
分
　
会
場
松
戸
保
健
所

内
容
①
相

談
＝
ア
ル
コ

ー
ル
の

飲
み
方
に
心
配
の
あ

る
人
ま
た
は
そ
の
家

族
に

、
専
門
医
師
・

［
］
千

葉

「

腎

炎

・

ネ

フ

ロ

ー

ゼ

児

」

を

守

る

会

県

大

会

４
月
2
2
日
土
午
後
１
時
～
４
時

会
場
千

葉
市

民
会

館
　

内

容
医

療
講

演
＝
「
腎
臓
病
と
の
上
手
な
付
き
合

い
方
」

国
立

療
養

所
千

葉
東
病

院
小

児
科
医
長

・
宇
田
川

淳
子
氏

、「
歯
と

健
康
-
日
常
生
活
で
の
注
意
点
」
国

立
療
養

所
千

葉
東

病
院

歯
科
医

長

・

宍
倉

潤
子
氏

、
体

験
談

・
質

疑
応
答

な
ど
　

定
員

先
着

百
五
十

人

費
用

無
料
目

千

葉
「
腎

炎

・
ネ
フ

ロ
ー

ゼ
児
」

を
守

る
会

容
直
0
4
7
・
4
6
3・
5
3
0
0

［
］
愛

の

献

血

（
松

戸

青

年

会

議

所
）４

月
１
日
剛
午

前
1
0時
～

午
後
４

時
　
会
場
西
友
常

盤
平
店
前

な

く

そ

う

差

別

と

偏

見

守

ろ

う

人

権

圜
市

民
相
談
室
人
権

担
当

登
3
6
6
・

円

・
二
千

五

百
円

△
二
千

円
◆

お
す

わ

リ
ク

ッ
シ

ョ
ン

三
百
円

・
五

百
円

◆

抱
っ
こ

ひ

も
五

百
円

・
三
千

円
◆

ウ
エ

ス
ト

ポ

ー
チ
型

だ

っ
こ
ひ

も
二

千

五
百

円

一
三
千

五
百
円

◆
宮

参

り

セ

ッ
ト

四
千

円
◆

パ
ン
ツ

型
紙

お

む

つ

二
十

枚
七

百
円
◆

自
転

崋
前

方

補

助

い
す

無
料
◆

体
内

音
付

き
ぬ

い
ぐ

る

み
二
千

円
◆

ペ

ビ
ー
カ

ー
用

ボ
ト

ル

フ

ォ
ル

ダ

ー
五

百
円
◆

離
乳

食
用

食

器
セ

ッ
ト

無

料
◆

革
靴

黒
1
8
竺

二

千

円

童

節

句
五

百
円
◆

搾
乳

ほ
乳

器

三
百

円
◆

電
動

搾
乳
器

二
千

円
◆

ペ

ビ
上

フ
ッ

ク
無

料

・
三
千

円

二
点

◆

ベ
ビ

ー
ベ

ッ
ド

五
千
円

◆
ロ

ー
チ

ェ
ア

五
千

円
◆

テ

ー
ブ
ル

チ
ェ

ア

五

百

円
◆

マ
ザ

ー
ズ

バ
ッ
グ

千
五

百
円

◆
ミ
ル
ト
ン

五
百
円

〔
ス
ポ
ー
ツ

用

品

・
楽
器

〕
ス
牛

七

秡

1
6
0
句

二
千
円

・
2
0
0
句

二
千

円
◆
ソ

シ

ア
ル

ダ
ン

ス
シ
ュ

ー
ズ
2
2
弓

無
料

・

2
2・
５

碧

無
料
◆

硬
式

テ
ニ

ス
ラ

ケ

ッ
ト

ケ

ー
ス
付

き
六

百
円

・
千

二

百

円
◆

室

内
金

魚
運
動

健
康

器
具

六
千

円
◆

電

子
ピ
ア

ノ

無
料
一
舌

ヅ

五
千

円
φ
雷
子

オ
ル

ガ
ン

一
万
円

〔
日
用

雑
貨

〕
鏡
一
万
円
◆

保
温
鍋
セ

ッ
ト

二
千

円
◆

ス
牛
－

キ

ャ
リ
ア

ニ

千

円
◆

障
子

二
枚
二

千

五
百
円
◆

都

市

ガ

ス
警
報

機
三
千

円
◆

突

っ
張
り

式
ハ

ン

ガ

ー
千

五

百
円
◆

タ
イ

ヤ
チ

ェ
ー
ン

（
黽
／
7
0
R
／

糒
）
千

五
百

円

・
　（
1
8
5
／
6
5
R
／

糒

）
八
千

円
◆

ス

タ

ッ

ド

レ

ス

タ
イ

ヤ

（
旧

／
6
5

R
／
巧

）
ア
ル

ミ

ホ
イ

ー
ル
付

き
無

料
◆
縦

型

三
分
別

ゴ
ミ

箱
四
千

円
◆

冷
蔵
庫

ロ

ッ
ク
と
コ

ン
セ

ン
ト

ガ
ー

ド
千
円

◆
ペ

ッ
ト
用

室
内

サ

ー
ク
ル

五
千
円

◆
ペ

ッ
ト
用

半

ヤ
リ

上

一
千

円

◆
折

り

畳
み
式

ペ
ッ
ト

用
ハ

ウ
ス

五
千
円

◆
大

人
用

紙
お

む
つ
Ｍ

サ
イ

ズ
ハ

十

枚
千

五

百
円
◆

大
人
用

尿
取

り
パ
ッ

ト

三
百
枚

五
百

円
◆
ア

ウ
ト

ド
ア
用

折

り
畳
み

い
す

二
脚
千

円
◆

日

本
の

歴

史

（
マ
ン

ガ

）
二
十

二
巻

千

円
◆

作
業

用
安

全
靴
2
6
・

真

三

千

円
◆

ガ

ス
給
湯

器
九
千

円
◆

電
灯

の
傘
千

円
◆

ス

ー
ツ

ケ

ー
ス

無
料
◆

角
皿
千

円
◆

蒸

し
器
五

百
円
◆

ち
ら

し
癲
可

用

お
わ
ん
セ

ッ
ト

三
千

円
◆

博
多
人

形
千

円
◆

鯉
の

ぼ
り

五
号
サ

イ

ズ
二
千

円
◆

お
ふ

ろ

用
三

角
ラ
ッ

ク
千

円
◆

お

ふ
ろ
の
隷

（
7
0×
回

惣
）

三
百
円

・
　（
7
0ｘ
1
1
0芍
）
　五
百
円

圉
３

月
2
9
日
出

〔
消
印

有
効
〕
ま

で

に

、
ハ

ガ

半
に

希

望
品
名

（
品

物

一

点
に

つ

き

一
人

一
枚
）
　・
価
格

・
住

所

・
氏
名

・
電
話
番

号

（
昼
間

お
勤

め
の

人
は

勤

め
先
の

電
話

番
号

）
を

記
入

し

て
、

〒
2
7
1
－
0
0
7
3

松
戸

市
小

根
本

七
の

八

京
葉
ガ

ス
Ｆ

松
戸

第
ニ
ヒ

ル
　

松

戸
市

消

費
生
活

課
消

費

生
活
係
へ

※
相
手
の

紹

介
は

月
初
め

に
抽

選
し

当

選

者
に

連
絡
し

ま

す
。
紹

介
後

は
自

主
交

渉
に

な
り
ま

す

。

品
物
を
譲
り
た
い
人
は
、
３
月
2
9

日
㈲
ま
で
に
、
電
話
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い

二

人
三
点
ま
で
）
。
４
月

2
5日
号
に
掲
載
し
ま
す
。
価
格
は
一

万
円
ま
で
で
、
衣
料
品
・
食
料
品
・

自
転
車
な
ど
は
扱
い
ま
せ
ん
。

匳
消
費
生
活
課
消
費
生
活
係
ａ
叩

○
譲
り
ま
す

〔

家

具

〕
パ

イ

プ

ハ

イ

ペ

ッ

ド

五

千

円

・

一

万

円
◆

シ

ン

グ

ル

ベ

ッ

ド

一

万

円

◆

セ

ミ

ダ

ブ

ル

ペ

ッ

ド

ー
万

円

◆

ソ

フ

ァ

ベ

ッ

ド

二

千

円

◆

テ

ー

ブ

ル

い

す

一
脚

付

き

三

千

円

◆

テ

ー

プ

ル

い

す

三

脚

付

き

無

料

・

五

千

円

◆

パ

ソ

コ

ン

用

い

す

五

百

円

◆

事

務

用

い

す

無

料

◆

ソ

フ

ァ

無

料

◆

ソ

フ

ァ

ニ

個

組

み

千

円

◆

折

り

畳

み

弍

ふ

と

ん

収

納

シ

ン

グ

ル

ベ

ッ

ド

四

千

円

◆

小

型

た

ん

す

三

千

五

百

円

◆

事

務

用

ス

チ

ー

ル

机

無

料

◆

食

器

棚

三

千

円

◆

籐

製

か

ざ

リ

棚

千

五

百

円

◆

ス

テ

レ

オ

ボ

ー

ド

五

百

円

◆

ロ

ッ

カ

ー

ダ

ン

ス

二

千

円

◆

カ

ラ

ー

ボ

ッ

ク

ス

無

料

◆

ロ

ッ
キ

ン

グ

チ

ェ

ア

無
料

〔
電
気
用
品
〕
ワ
ー
プ
ロ
九
千
円
◆
留

守
番
電
話
機
五
百
円
二
点
◆
電
話
機

子
機
付
き
無
料
◆
留
守
番
電
話
機
子

機
付
き
五
千
円
◆
冷
蔵
庫
無
料
三

千

円

◆

小

型

冷

蔵

庫

二

千

円
◆

ラ

ジ

カ

セ

五

千

円

◆

Ｃ

Ｄ

ラ

ジ

カ

セ

二

千

円

◆

大

型

ス

テ

レ

オ

セ

ッ

ト

九

千

円

◆

電

動

芝

刈

り

機

千

円

二

二
千

円

◆

カ

ラ

ー

プ

リ

ン

タ
ハ

千

円

◆

白

里
プ

リ

ン

タ

上

二
千

円

◆

電

子

レ

ン

ジ

三

千

円

◆

ポ

ッ

ト

三

千

円

◆

ガ

ス

フ

ア

ン

ヒ

ー

タ

ー

一
万

円

◆

二

槽

式

洗

濯

信

二
千

円

◆

バ

リ

カ

ン

千

五

百

円

◆

カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
2
5
イ
ン
チ
千
円
◆
ホ
ー
ム

ベ

ー

カ

リ

ー

一
万

円

◆

加

湿

器

千

円

◆

電

気

ス
ト

ー

ブ

二

千

円

◆

オ

イ

ル

ヒ

ー

タ

ー

四

千

円

◆

デ

ィ

ス

プ

レ

イ

巧

竺

二
千

円

〔

子

供

用

品

〕
Ａ

型

ベ

ビ

ー

カ

ー

無

料

一

二

千

円

・
八

千

円

二

点

◆

ハ

イ

ア

ン

ド

ロ

ー

チ

ェ

ア

三

千

円

二

点

◆

ペ

ビ

ー

バ

ス

五

百

円

・
千

円

◆

ベ

ビ

ー

ゲ

ー

ト

千

円

◆

洋

式

便

座

兼

用

お

ま

る

千

五

百

円

◆

洋

式

お

ま

る

五

百

円

◆

洋

式

用

補

助

便

座

千

円

◆

チ

ャ

イ

ル

ド

シ

ー

ト

二

千

円

◆

滑

り

台

千

健
康

募
集

ス
ポ
ー
ツ

お
知
ら
せ

大会名 日 時 会場 対 象　　 、種目(国際ルール) 費 用

Ａ 春季市

民ソ フト

テ ニ ス大

会

A  4/16(1日）　
尹

B4/290R　 沢

午前８時30 公

市内在 住・在 ご八万A日ＣＤラ

咎 在学 在ク ご
諳
以上（ラ

フブの人　　　iンク記入）

1チーム

2,000円

Ｂ 春季ク

ラブ 対抗

ソフ トテ

ニス大会

分受け付け　園 連盟の力〔]盟クラ

午前9 ㈲ 試 翳|ブ3 組1 チ ーム

合開始　　 禁I( 一般チームも|
气 参力〔]可)

男女ランク別
1チーム

6,000円

教 室 名 日　　時 会　場 対　象 定　員 費用

こども体力づく

り教室

5/12～7/14 までの毎週

金曜日〔全10回〕午後3

時30 分～5 ㈲

昌 詣 匸｣ 大 ～

体育室　　　　　3 年生
40人

(申込み多

数の場合

抽選)

無料
5/12～7/14 までの毎週

金曜日〔全10回〕午後5

時～6時30 分

宍にWｼ｣4 ‰。

ソフトテニス教室

精
神
保
健
福
祉
相
談
員
・
保
健
婦
が

相
談
に
の
り
ま
す
。
②
教
室
＝
ア
ル

コ
ー
ル
依
存
症
者
を
抱
え
る
家
族
同

士
の
勉
強
と
話
し
合
い
の
場
　
費
用

無
料
※
要
予
約

圖
松
戸
保
健
所
精
神
保
健
福
祉
班

容

13
6．
2
1
2
1
．

圜
健
康
課

昔
3
6
6
・
ワ
４
８
７

○
次
回
掲
載
分
に
つ
い
て

リ
サ
イ
ク
ル
広
場

使
え
る
も
の
を
捨
て
る
前
に
リ
サ
イ

ク
ル
広
場
へ



見に行こう　聴いてみよう

『 屬甘Ｗ T皿 羅 跼ΣWT 陌 顯研湎頚 皿7 齏 餝 ﾌ獪 圜髓鷸昌じ亙 痼が只闇 闇 驪|

大

ホ

'|
ル

3/26(1 日)

-J　　　 丶㎜㎜2 耿

ヤマハ音楽教室発表会 10:00 伊藤楽器 －石井　　　≪348 ―0111
2衂

3(瑞

31 ㈲ 金子由香利リサイタル　　　　　 ☆

県立松戸国際高校吹奏楽部第23 回定
期演奏会

18:30 労音東葛センター　　S365-9911

4/ 1 圉 15:00 県立松戸国際高校・竹中
s38 卜0563

12困 天童よしみコンサート　　　　　 ☆ 14
18
00
30
ペルワールドミュージツク

5503 ―3222 ―1ﾜ801

果

ﾉし

3/26(1日)県 立鎌ヶ谷高校吹奏楽部第18 回定期
演奏会

15 : 30県立鎌ケ谷高等学校 一徳永
公04 ワー伺4-21ﾜ1

二松学舎大学附属沼南高等学校・山
尾　　　　　　a04ﾜ1-91-52422叺

二松学舎大学附属沼南高校吹奏楽部
第15回定期演奏会

18:00

4/ 1ば）高橋・宮川バレエスタジオ第1 回発
表会

16 二30
高橋 一宮川バレエスタジオ

≪363-3'ﾜ21

高橋美智子　　　　S38 ワー68942(日)ピアノ・エレクトーン発表会 13 二30

助
第43回伊藤楽器ヤマハ音楽教室発表会
エレクトーンの部

13
16
30
30
伊藤楽器　　　　　　公3∠1-8―0111

9(日)第18回スプリングコンサート 11 :30 新松戸幼稚園・田畑　S344-4199

1頓 楊興新 胡弓コンサート　　　　 ☆ 18:30 楊
興新チケットセンター

a0120-15-8359

16(日)ピアノ発表会 12 : 00 平野雪代　　 き04ﾜ1 －ﾜ5-1385

22 圉 ピアノ・エレクトーン発表会 14 : 30 岩崎美代子　　　　S368-1548

※月曜日は休館（ただし、祝日の場合は開館し翌日休館）

市民劇場

二 期 日 鳬゙ ,， 柏ニ ム内………容( ☆印は有料)詛 贈贈臨眉演時間 、　　　 問い合わT怯先詒乱万耳卜

3/25tが 春休み親子平和人形劇 14 : 00 市総務部総務課　　　e366 ―ﾜ305

y　26(日) 志茂田景樹講演会　　　　　　　　☆ 14 : 00

一一一　 一一
1ﾜ:00

野尻寿子　　　　　　S362-4656

31銜 有田由希新曲発表会 三代正彦　　　　　　　e366 ―｢7618

4/ 1倒 松戸ＰＶ音楽教室発表会 10:30 鷲見基予　　　　　　 昔36ワー8338

・。 、iピアノ発表会ジョイントコンサート 12 : 30 平野由紀子　　　　　　Q341-5802
叭 μﾉ

ピアノ発表会 18:00 小駒恭子　　　　　　　S38 ワー9ﾜ35

9(日) 倫理文化講演会　　　　　　　　　☆ 14:00 藤井宏　　　　　g3B 卜5580

1頓
-- －15(士)

丸山由利亜演劇行脚「山林鉄道」　☆
14 : 30

抛 松戸市文化振興財団S384-2221
18 : 30

18 ㈲ 土田真講演会　　　　　　　　　　☆ 10 : 00 加藤香津子　　　　　　昔翼ﾄﾜﾜ8ﾜ

22仕）
ピアノ発表会 ９二40 森本陽子　　　　　 登38卜0092

ピアノ発表会 15 : 00 及川智子　　　　　 登34卜8594

23(日)
5周年記念吟道大会 9:30 和田清登　　　　　fi345 ―8046

健康カラオケコンテスト 18 : 00 富永くに子　　　　　S34 卜3623

※月曜日は休館（ただし、祝日の場合は開館し翌日休館）

丸 山由利 亜演劇行脚　朗 読 ・ 語 り と 舞 台 劇

第1部　詩と語りと音楽のアンサンブル

山村暮鳥・島崎藤村・若山牧水・夏目漱石の詩歌や短編集を朗読

第2部　山林鉄道

戦争中の学童疎開の悲しい体験を後世に伝えたいという山本鉱

太郎氏の思いを舞台化し 、大津豊氏が演出。

文化ホールギャラリー　367-

7810

胖m 内容 問い合わせ先
3/26(1[J)まで 華墨会水墨画宸

小金原写友会写真展

華墨会　　　　　　　　　S391-41ﾜ8ﾜ

26(日)まで 小金原写友会　　　　　　0341-ﾜ062

草月華のグループ　　　　O362-8120

松戸発明クラブ　　　　 公38ワー3404

フ ォトサークルアイリス　S330-4ﾜ66

大木　　　　　　　　 ｀　S362-9635

4/1 m ～16(日)草月華のグループ展

15(が～16(日)松戸少年少女発明クラブ作品展

18㈲～23(日)フォトサークルアイリス・みのり会合同写真展

18 ㈲～23(日)大木江柳書作展・鎌倉彫展

25㈲～30(日)東葛美術展 東葛美術会　　　　　　　Q363-ﾜ800

救急医療体制

mﾖ ’四 回WW 欄演眄間

3/25 仕）
県立松戸矢切高等学校吹奏楽部定期演
奏会

18 二00 県立松戸矢切高等学校S368-41ﾜ41

26(日)県立松戸秋山高等学校吹奏楽部第5回定期演奏会 16 : 00 県立松戸秋山高等学校 ≫391-4361

4/ 1 圉
松戸子ども劇場「トリッピングミスター
じじい」　　　　　　　　　　　 ☆

18 : 00 松戸子ども劇場　　　S386-9154

2(日)県 立小金高等学校吹奏楽部第22 回定期
演奏会

16 : 00 県立小金高等学校　　 昔34卜 剖55

6㈲
松戸絵手紙の会・小池邦夫先生記念講
演会「絵手紙のすすめ」　　　　 ☆

10:30 松戸絵手紙の会・村瀬 ≪364 一6504

1到 専修大学松戸高等学校吹奏楽部第20 回定期演奏会
14:30 専修大学松戸高等学校O362-9101

16(日)市立和名ヶ谷中学校吹奏楽部定期演奏会 13:30 市立和名ヶ谷中学校　 公39卜1818

23(日)松戸市民謡連盟　民謡・民舞大会 9:30 松戸市民謡俥熈・茂木S391 2965

※月曜日は休館（ただし、祝日の場合は開館し翌日休館）

圉紐付 跼期1 周ｽ⑩大士价 舗 贈 纐纈言 詣毒 言 毒 者 耳 牋 髟衣賺 胆　 。‥‥‥‥ 宍万

4/ 牡卜30( 日)
午後1 時15 分・3時15 分から上

映(土・日・祝日は午前11 時か
らも上映)

ハイビジョン映像「銅鐸（どうたく）は何を語るのか　島根県加

茂岩倉遺跡』＜上映時間60分＞

5月 汀宮島・厳島神社～平安の祈りの美」＜上映時間40分＞　会

場講堂 観覧無料

－一一博物館館内公開 内容収蔵庠・作業室・燻蒸（くんじょう）瘻な

ど展示室以ﾀﾄの施設を見学 定員各回拓人（電話による先着幀）

圃３月25 日倒午前10 時から、電話で博物館館内公開係S384-

8冫ﾜ?へ

4/2（日）

午前11 時・午後2時（各1時間）

4/ 9C日)まで

学習資料展「教科書のなかの道具とくらし」　内容小学校社会科

の教科書に登場するひと昔前の生活用具・農具などの実物を通し

て当時の人々のくらしを考える　会場企画展示室 観覧無料

4/13 ～7/6 の隔週木曜日 およ

び7/13W 午後6時30 分～8時30

分〔連続8回〕

将門記（しようもんき）を読む　内容「将門記」を読みながら中世

の歴史を学ぶ　講師市立博物館学芸員　 会場女性センターゆう

まつど 定員30人（抽選） 費用無料
Ⅲ4 月５日困〔必着〕までに、往復ハガ半に住所・氏名・電話番号

を記入して、〒2ﾜ0-2252: 松戸市子駄堀6ﾜ1　 市立博物館「将

門記を読む」係(a38^ 卜82ﾜ2 ）へ

4/22fct卜6/1 風日）

館蔵資料展「柿の木台遺跡出土品展」　内容市内の縄文時代後期

（約4,000年前）の柿の木台遺跡から出土した石器・土器を展示公

開 会場企画展示室 費用無料

4/22 ・ 5/13 ・ 27 ・ 6/10 ・ 24の

各土 曜日〔連続5 回 〕

午前10 時30 分～正 午

古文書を読む〔近世入門編〕　 内容初心者（本講座をはじめて受

講する人を優先します）を対象に松戸に関わる江戸時代の文書を

解読する　講師市立博物部
厚芸員　定員30人（抽選） 費用無料

圃4 月14日脚〔必着〕までに、往復ハガ半に住所・氏名・電話番

号を記入して、〒2ﾜ0-2252 松戸市千駄堀6ﾜ1　 市立博物館

「古文書を読む］係（f138∠卜82ﾜ2 ）へ

江戸時代旅装束試着体験毎月第旧 曜日午後1時・2時・3時・4時から各回男女各1人

閘罌話で市立博物館試着体験係fi384 ―8272 へ
休館日月曜日( 祝日は開館し、翌日休館)・第4金曜日・年末年始(12/28 ～1/4)　 開館時間午前

9時30分～午後5時( 入館は午後4時30分まで) 常設展観覧料一般300 円(240 円)･高大学生150 円

(100 円卜 小中学生100 円(60円)〔O 　内は団体料金/20人以上]

※毎月第2 ・第4土曜日は小中学生の観覧は無料です。

※市立博物館には、一般用の駐車場はありません。21世紀の森と広場の駐車場をご利用＜ださい。

ガイドツアー(常設屠示解説)毎日午前10 時と午後2㈲から30分間( 参加者は観覧料が必要です)

博物館外常設展示「縄文の森」で疑似体験

縄文の森では、常設展示

として竪穴住居が三棟再現

されています。そのうちの

一棟は、燻蒸（くんじょう）

を兼ねて公開しています。

あなたも 、縄文人の生活

を体験してみませんか。 竪穴住居の内部

◆テレホン案内サービス

〔当日の医療機関( 待機病院、休日在宅

当直医､夜間急病診療所､ 休日土曜日夜

間歯科診療所等)を案内しています〕

c366-0010

平日 午後4 時30 分～翌日午前9時

休日と土曜 午前9 時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所　　 公368-3756

衛生会館内　毎日午後8 時～11 時

◆休日土曜日夜間歯科診療所

O365-3430

衛生会館内　午後８時～11 時

博物館

文化施設だより

市民会館森のホール21 384-50

50

368-0

070

368-123

7

384-

8181

戸定歴史館・21 世紀の森と広場パークセンター・松戸駅市民ギャラリーの催し物

は6面をご覧ください。開館時間…午前10 時～午後6 ㈲　※月曜日は休館

健康保険証をお忘れなく

お気軽にご相談ください　　　　4月の相談あんない 相談はすべて無料です。閉庁日の相談はありません。
市民相談室は4月から市民相談課になります。

L 相談名,j 之 期 。日亠亠 亠。 時 、間 亠亠］し会 ．場 jな 圖.4 ]じ 相談名4 二 工 期JI 工 ]灑L 時
ぃ間JaL

こ会二場まﾌ圖1

市政･一般
月～金曜日

午前8時30分～午後5時
市民相談課

卍
聯

ず

人権相談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

市銜涓談ｺｰﾅｰ

馬橋支所 H

AX

交通事故 午前9時～午後5時 10(月)

11CW 六実 支所
法律相談

(予約制)

月･火･沛躍日 午後1時～5時

市辞
IM
コ
j-

※3月は市援護課庶務
係S366リ347
4月からは福祉事務所
援護係S366-7349 に
なります。

11(火) 小金支所

常盤平支所
第1月曜日 午前9時～正午

5休）
税務相談 第2金曜日 午後1時～5時 呪水） 新松戸市民センター

登記相談 第3金曜日 午後1時～4時30分 6休） 小金原市民ｾﾝﾀｰ

行政相談 第2・第4月曜日 午後1時～3時 ※人権相談は干葉地方法務局松戸支局(S363-6278) でも行っています。

不動産相談 水曜日 午後1時～5時 心

配

と

相

談

第1～第4金曜日

午前10時～午後3時

駭 所曚ｺｰﾅｰ

ｊ

ヅ

９

10(月)
-一一 11(火)

馬橋支所外国人相談 第2・第4火曜日 午前9時～正午

六 実 支 所
一 一一小 金 支 所

健ﾘﾌｫｰﾑ 第3水曜日 午前10時～午後4時 住宅課
11(火)

労働相談 第1･ 第3月曜日 午後1時～5時 商工観光

課労政係
5 休) ・19 ≫)

一一一一一一
5(水)・19 冰)

常盤平支所
※労働相談は東葛飾支庁商工労政課(15361 ―4089)でも行っています。

新松戸市民センター

小金原市民センター

巡

回

年

金

相

談

袱 ）

午前10時～午後3時

常盤平支所
※　国
杢　民ﾚﾙ

難

6㈲・20團

7(金)

11㈹

小 金支 所 痴ほう介護相談 28(金) 午後1時～3時 社劍扇祉協議会

小金原支所
ゆ う ま つ ど

こころの相談

第1～第4月曜日
午前10時～午後4時 女性 センター

(相 談室直 通)

Q363-0505

14(4) 馬 橋 支 所 第2～第4木曜日

第1木曜日 午後2時～8時
18CW 六 実 支 所

女性就業相談 火･金曜日 午前10時～刹 黼時
21(金) 新松戸支所

パ ー ト 労 働

悩みご と相談 4㈹
午後1時30分～

午後4時30分
女 性 センター
S364-877825 詢 矢 切支 所

28(金) 東 部支 所 就学相談( 予 約制)
月～金曜日

午前9時～正午・

午後塒30分～4時30分

教育研究所(相談専用)

登366-7600
派生漲談 月～金曜日 午前9時～午後4時

消費生活センター
S365-6565

教育相談( 予 約制)

青少年相談( 電 話)

月～金曜日

午前8時30分～

午後4時3(〕分
少年 セン ター
S363-7867

子育て相談 月～金曜日 午前8時30分～午後5時
北松戸保育所S367-4646

六高台保育園0394-5590 青少年相談( 来 所)

〔予約制〕
午前9時～午後5時

少年 セン ター

S366-7464刪主宅課S366-7366 、商工観光課S366-7327
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